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販
売
額
が
７
億
円
を
突
破

　

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
南
部
事
業
部
野
津
町
ピ
ー
マ
ン

部
会
（
以
下 

ピ
ー
マ
ン
部
会
）の
２
０
１
８
年
の
夏

秋
ピ
ー
マ
ン
生
産
量
は
１
，
８
１
１
ｔ
、
販
売
額
は

７
億
を
突
破
し
、
部
会
設
立
以
降
最
高
額
を
記
録

し
ま
し
た
。
大
分
県
農
協
が
出
荷
す
る
ピ
ー
マ
ン

の
52
％
を
野
津
町
ピ
ー
マ
ン
部
会
が
占
め
て
お
り
、

西
日
本
一
の
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
産
地
で
あ
る
大
分
県

の
生
産
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
ピ
ー
マ
ン
部
会
」の
歩
み

会
員
の
３
割
が
市
外

　

部
会
は
昭
和
44
年
に
発
足
し
、
今
年
で
設
立
50

年
を
迎
え
県
内
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
部
会
と

な
り
ま
し
た
。
節
目
の
年
に
目
標
と
し
て
い
た
販

売
額
７
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
が
、こ
こ
に
至
る
ま

で
の
道
の
り
は
決
し
て
緩
や
か
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

発

足

当

時
の
部

会

員

は
17
名
、
販

売

額

は

３
５
０
万
円
、
現
在
の
規
模
と
比
較
す
る
と
遥
に

小
さ
な
も
の
で
し
た
。
昭
和
59
年
に
は
会
員
数
が

２
０
０
名
を
超
え
、
県
内
有
数
の
産
地
と
な
り
ま

し
た
が
そ
の
後
、
徐
々
に
会
員
数
が
減
少
し
、
平
成

13
年
に
は
70
名
を
割
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
状
況
の
な
か
、
再
度
の
規
模
拡
大
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
が
、
平
成
24
年
の
葉
た
ば
こ
廃
作

で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
ピ
ー
マ
ン
作
付
を
推
進
し
、

徐
々
に
部
会
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

部
会
員
数
・
販
売
額
が
右
肩
上
が
り
に
伸
び
て
い

農業でふるさとを
未来につなぐ

─ 野津町ピーマン部会112人の挑戦 ─

農業が盛んな、臼杵市野津町

西日本一の『夏秋ピーマン』の産地大分県の生産を支えるのが、野津町ピーマン部会

部会発足から 50 年、高齢化や後継者不足により産地は縮小傾向にあったが

農業で町を盛り上げるべく、挑戦を続けている
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た
中
、
世
間
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
は
ピ
ー
マ
ン
部
会
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
部
会
員
数
・
生
産
量
と
も
に
減
少
し
、

一
時
は
県
内
の
産
地
別
販
売
額
１
位
の
座
か
ら
陥

落
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
着
目
し
た
の
が
、
新
規
就
農
者
の
受

け
入
れ
で
す
。
行
政
と
連
携
し
、
積
極
的
に
新
規
就

農
者
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
員

１
０
０
名
を
超
え
る
部
会
と
な
り
、
今
で
は
そ
の
３

割
を
市
外
出
身
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

新
戦
力
の
加
入
に
よ
り
、
生
産
量
が
増
加
し
平

成
30
年
に
は
部
会
設
立
以
降
最
高
額
と
な
る
販
売

額
７
億
８
千
万
円
を
記
録
し
ま
し
た
。

祝 大分県農業賞受賞
　　JAおおいた南部事業部野津町ピーマン部会は、大分

県農業賞・農林水産大臣表彰「生産・銘柄産地・６次産業化

部門」において最優秀賞を受賞しました。昭和49年の受賞

以降、45年ぶり２回目の受賞となります。部会設立後、高齢

化や後継者不足により一時縮小しましたが、臼杵市アグリ

起業学校やファーマーズスクールの運営に参画し、新規就

農者の積極的な受け入れに取り組んだ結果、西日本一の

夏秋ピーマン産地として、県を代表する組織になったこと

が評価されました。部会長の堀長夫さんは、「受賞の喜び

を生産拡大につなげ、10億円を目指して努力を続けます」

と意気込みを述べました。
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全
国
的
に

類
を

み
な
い
新
規
就
農
者
の

増
加

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
日

就
農
希
望
者
が
後
を
た
た
な
い
ピ
ー
マ
ン
部
会
の
魅
力
と
は
…

農
業
従
事
者
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
割
合
が
全
国
的
に
増
加

傾
向
に
あ
る
な
か
、
ピ
ー
マ
ン

部
会
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
26
年
度
の
ピ
ー
マ
ン
部
会
員
に
占
め

る
60
歳
以
上
の
割
合
は
55
・
7
％
と
、
半
数

以
上
が
60
歳
代
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
直
近

の
60
歳
代
の
占
め
る
割
合
は
40
・
9
％
と
、

以
前
に
比
べ
若
年
層
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、『
ア
グ
リ
起
業

学
校
』
と
『
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
』の
開

校
で
し
た
。

「
１
年
目
か
ら
儲
か
る
仕
組
み
を
」

　

今
の
仕
事
を
辞
め
て
新
規
就
農
を
決
意

す
る
と
き
、一
番
の
懸
案
事
項
は
生
業
と
し

て
農
業
を
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
。

　

ピ
ー
マ
ン
部
会
と
行
政
が
連
携
し
て
、
生

産
技
術
や
経
営
な
ど
の
実
践
的
な
研
修
を

受
け
ら
れ
る
『
ア
グ
リ
起
業
学
校
※
１
』
と

『
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
※
２
』
が
平
成

27
年
に
開
校
し
ま
し
た
。
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
や
、
栽
培
技
術
に
定
評
の
あ
る
部
会

員
が
指
導
者
と
な
る
な
ど
「
経
営
開
始
１

年
目
か
ら
儲
か
る
仕
組
み
」
を
構
築
し
て
き

ま
し
た
。

　

先
輩
農
家
と
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
こ

と
も
こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
経
験
豊

富
な
部
会
員
は
、
技
術
面
や
農
地
探
し
を

は
じ
め
日
々
の
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
、
新

規
就
農
者
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
。

新
規
就
農
者
が
定
住

地
域
に
活
力
を
吹
き
込
む

　

昨
年
、
市
外
か
ら
臼
杵
市
に
移
住
し
て

き
た
人
は
95
世
帯
２
２
０
人
、
そ
の
う
ち
県

外
か
ら
の
移
住
者
は
33
世
帯
71
人
に
上
り

ま
す
。
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会
が

同
時
に
進
行
し
て
い
る
今
日
、
移
住
者
も
地

域
の
未
来
を
担
う
重
要
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

随時募集中
実践的に農業を学べます

興味のある方は、

お問合せください。

問合せ先　農林振興課

☎︎ 0974-32-2220

（代表）

アグリ起業学校

ファーマーズスクール
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ピ
ー
マ
ン
部
会
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
ピ
ー
マ
ン
部
会

を
救
っ
た
の
は
、
市
外
・
県
外
か
ら
新
た
に

農
業
を
し
た
い
と
臼
杵
市
に
興
味
を
も
っ

た
新
規
就
農
者
の
存
在
で
し
た
。

　

移
住
支
援
制
度
や
子
育
て
支
援
制
度
の

充
実
、
さ
ら
に
農
業
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ

た
い
と
農
業
者
自
ら
が
東
京
や
福
岡
な
ど

で
開
催
さ
れ
る
就
農
相
談
会
に
出
向
い
た

結
果
が
評
価
さ
れ
、
月
刊
の
移
住
ガ
イ
ド
本

「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」
に
よ
る
『
住
み
た
い

田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
』で
若
者
部
門
と

シ
ニ
ア
部
門
で
２
冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
自
然
の
恵

み
の
享
受
の
し
や
す
さ
、
農
林
漁
業
へ
の
就

業
支
援
な
ど
を
反
映
し
た
「
自
然
の
恵
み

部
門
」に
つ
い
て
も
、
第
２
位
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。

　

農
業
を
次
世
代
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う

農
業
者
の
思
い
が
、
地
域
に
活
力
を
生
み
臼

杵
の
未
来
を
つ
な
ぐ
原
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。

※
１　

ア
グ
リ
起
業
学
校

　

研
修
専
用
の
施
設
で
1
年
間
の
研
修
を
行
い
ま

す
。

※
２　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル

　

市
が
認
定
し
た
就
農
コ
ー
チ(

農
家)

の
も
と
で

1
～
2
年
間
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

研
修
品
目
：
有
機
農
産
物
・
ピ
ー
マ
ン
・
イ
チ
ゴ

・ 

い
ず
れ
も
研
修
終
了
後
、
臼
杵
市
に
定
住
し
、
就

農
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

農業の　　　を聞きました！魅力

内藤　久生さん

　82歳で、出荷量の多さは部会で上位に入るレベル！内

藤さんにアドバイスを受け、出荷量を上げている方もた

くさんいます。「ピーマンは土づくりから始まる」と、長年

にわたり培ってきた経験を熱く語ってくれました。

大家　めぐみさん

　女性初ということでプレッシャーもありましたが、初

出荷は20ｔを越えました！農業は時間に縛りがないため

「子育て中の方にもオススメ！」と、女性でも十分働ける

環境であることを、元気よく話してくれました。

江藤　貴雄さん

　農業を始めて４～５年でありながら出荷量が常に上

位！江藤さんも内藤さんからアドバイスを受けたうちの

１人です。「ピーマンも生き物なので毎日会話することが

大切」と、ピーマンへの愛情を感じました。
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臼杵祇園まつり（県指定無形民俗文化財）

福良天満宮夏季大祭福良天満宮夏季大祭

　渡
お わ た り

御、還
お か え り

御の日には、神輿を中心とした神事と山車などの

行列が八坂神社本宮～御旅所（海添）まで練り歩きます。今

年の当番町は、「浜町」と「新町」です。行列の様子や町ごとに

違う囃子など見所が満載です

 ７月12日㈮ 曳出 18：00〜　

 14日㈰ 渡御 12：25〜15：00

 20日㈯ 還御 14：30〜17：00

  曳込 18：00〜

と　き　　７月19日㈮〜21日㈰
19日㈮　10：00〜22：00

・瑜
ゆ う が

伽神社例祭　・花柳流日本舞踊

・岩戸神楽　・七夕まつり

20日㈯　10：00〜22：00

・愛
あ た ご

宕神社例祭　・福良天満宮宵宮祭

・岩戸神楽　・七夕まつり

21日㈰　９：00〜24：00

・福良天満宮例大祭　・七夕まつり　・獅子舞（赤獅子連）　

・御神輿行列　・岩戸神楽（柴引・大蛇退治・岩戸開き）　

・豊後桜太鼓　・いかづち太鼓　・変面　・民踊　・詩吟

問合せ先　福良天満宮　☎︎0972-63-2739

問合せ先　臼杵祇園まつり実行委員会（臼杵商工会議所内）　☎︎0972-63-8811

新町若衆 浜町若衆

2019

うすき夏まつりガイド
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きっちょむ村の夏まつり 久保ん谷湧水まつり

第32回 住吉まつり 白馬渓緑陰ウォーク

　ソーメン流しなどの楽しい催しや出店があります。家族

でぜひお越しください。

　湧水を利用したウナギの

つかみ取りやスイカ割りな

ど自然とのふれあいを楽し

むイベントが色々とあります。

（一部有料）

と　き　　７月27日㈯15:00〜※雨天順延

ところ　　住吉橋周辺

と　き　　７月６日㈯　９:00 〜 12:00

ところ　　臼杵市民球場 駐車場集合

参加料　　一般100円、小・中学生50円

15：00 ～ オープニング・ステージイベント

17：30 ～ 餅まき

18：30 ～ 抽選会うちわ販売

19：00 ～ 夏まつり抽選会

20：45 ～ 花火打ち上げ

※車両通行止め　住吉橋～松島橋　13：00 ～ 22：30

　臼杵の名勝「白馬渓」へのウォーキングに参加しません

か。約10㎞を団体歩行します。

コース　 駐車場→市浜クラブ→白馬渓大神宮→堤→森林道

→市浜地区コミュニティセンター→駐車場（10km）

問合せ先　臼杵商工会議所青年部
　☎︎0972-63-8811

問合せ先　うすきグッドウォーク会
笹山　☎︎0972-62-3745

問合せ先　きっちょむ村の夏まつり実行委員会
（野津町商工会）☎︎0974-32-2389

問合せ先　西神野地域活性化推進協議会　（土日・夜間）
090-5742-9993（柴田）、090-5926-5789（川野）

7/7㈰〜28㈰
臼杵市深田　国宝臼杵石仏

７月7日㈰
６:00～６:40 クリスタルボール・サウンドヒーリング
６:30～８:00 象鼻杯体験
７:10～７:50 鼻笛ユニット・スマフルライン

７月13日㈯
６:00～７:10 ハーモニカ演奏

７月14日㈰
６:00～ stone buddha trio
７:00～ 七島神楽・夢クラブ

７月15日（月・祝）
６:00～ 朝日のクリスタルサウンド・メディテーション
18:30～ ゆうはすの唄

７月20日㈯
６:00　 スティールパン演奏
６:30～８:00　 朝はすの茶会

７月21日㈰
６:00～ ライアー＆シンギング・リンコンサート
６:30～ ハスヨガ－フロースタイルヨガと笑いヨガ－
７:00～ 空ノ隙間

７月27日㈯
６:30～　 ワープ・おとのわコンサート

７月28日㈰
６:30～ 法音寺副住職ライブ

問合せ先　臼杵市観光情報協会 ☎︎0972-64-7130

イベント内容

第
７
回

と　き　７月28日㈰ 14：00 〜

ところ　野津中央公民館駐車場

と　き　７月28日㈰ 11:00〜14:00（雨天中止）

ところ　久保ん谷湧水周辺（熊野神社300ｍ奥）
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６月の臼杵市の出来事を紹介します！

Report

Report

01

02

夏がくるよ！

黒島・海開き

目黒区長が臼杵市に来訪

災害時の支援体制を協議

　６月３日に佐志生の黒島で海開きが行わ

れ、市内の観光関係者、約50名の方々が参

加しました。神事が行われたあと、佐志生小

学校の児童４～６年生12名が「初泳ぎ」をし

ました。この日の気温は21度、水温は22度と

少し冷たい水温でしたが、子どもたちは元気

に泳いでいました。大分県の水質調査（５月

31日発表）では最も良い「AA」ランクの評価

でした。８月末まで水泳やキャンプができ、期

間中は渡し船が運行されます。

　東京都目黒区と臼杵市は、災害が発生した際に食糧品・

応急対策資機材などの提供を行う『災害時相互援助協定』

を平成18年3月1日に締結しています。締結後に発生した平

成29年台風第18号災害の際には、災害復旧にご支援をい

ただきました。

　５月20日に目黒区青木区長ほか防災担当課長などの職

員が臼杵市に来訪し、台風第18号の被害状況や、今後の

相互援助体制について協議を重ねました。
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Report
Report

Report

Report

03
04

06

05

めぐみ工房のマーマレード

世界大会で金賞に輝く

１日保健師体験

農業を守り次世代へ

農地パトロール！

いよいよ大詰め

先人の偉業を未来へ

　５月18・19日、国内外からマーマレードの作品を募り柑橘

類への関心を高める「ダルメイン世界マーマレードアワード＆

フェスティバル」が愛媛県八幡浜市で開催されました。プロ・

アマチュア部門合わせて1,614品が出品されました。今回、

めぐみ工房（代表 芦刈佳代さん 写真右から４番目）が出品

した、夏カボスマーマレードと夏カボスとローズマリーマーマ

レードが見事プロの部でそれぞれ金賞に輝きました。

　５月22日、明日の臼杵をどのような人たちに担ってもらいたいのかなど

を検討する「臼杵の未来を創る担い手像検討会議」のメンバーから中

間報告が行われました。期待する臼杵の姿、こんな大人になってもらいた

いという未来像についてグループごとに協議し、地域とのつながりや文

化財の有効活用、自立のための教育・学習の提供などを工夫する意見

が出されました。今後は、まとめた結果を市長の前で発表する予定です。

　５月12日～18日の看護週間にあわせて、「看護ふれあい

体験」が行われ、臼杵高校生が臼杵市医師会立コスモス病

院やさくら産婦人科などの各機関で看護体験をしました。５

月17日には３年生の楳
う め き み そ の

木花苑さん、亀
か め い ち さ と

井千聖さん、御
み た ら い

手洗

伶
れ い か

香さん、新
に い な あ や か

名彩加さんが臼杵市役所にて、１日保健師の

体験をしました。４名は６ヵ月の赤ちゃんの計測やお母さんへ

の保健指導を体験し、看護の心を深めました。

　６月５日、農業委員・農地利用最適化推進委員・農業関係機関が集

まり農地パトロールの出発式を行いました。地域の大切な資源である

農地を今後も適切に活用し、次世代の農業の担い手に農地を受け継

いでいくため毎年この時期に農地パトロールを実施して農地の正確な

情報の把握に努めています。また、農地パトロール強化月間として遊休

農地の無断転用や不法投棄の調査にも、一層力を入れて取り組みま

す。
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ろ
ば
こ
ん
通
信

臼
杵
市
長　

中
野　

五
郎

111

「
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
」

十
勝
毎
日
新
聞
社　

５
代
目
代
表
取
締
役
社
長

林
は

や

し

　
浩ひ

ろ

し史
さ
ん

　

臼
杵
市
海
添
出
身
の
林
茂
（
豊
洲
）

さ
ん
が
、
１
９
１
９
年
に
北
海
道
帯

広
市
で
創
業
し
た
「
十
勝
毎
日
新
聞

社
」
。
今
回
、
創
業
者
で
あ
る
茂
さ
ん

の
精
神
を
引
き
継
い
で
５
代
目
を
務

め
て
い
る
林
浩
史
さ
ん
に
、
臼
杵
を
訪

れ
て
感
じ
る
こ
と
、
ま
た
臼
杵
市
民

に
伝
え
た
い
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

■
創
業
者
の
精
神
を

引
き
継
い
で

市
長　

浩
史
さ
ん
が
は
じ
め
て
臼
杵

に
来
た
の
は
い
つ
の
こ
と
で
す
か
。

林　
　

臼
杵
に
来
た
の
は
５
～
６
回

目
で
す
が
、
初
め
て
訪
れ
た
の
は
お
よ

そ
20
年
前
で
す
。
お
墓
参
り
と
親
戚

を
尋
ね
て
来
ま
し
た
。
茂
さ
ん
は
後

た
。
畑
作
は
夜
明
け
と
同
時
、
午
前

３
時
半
～
４
時
頃
に
畑
に
行
き
、
夕

方
日
が
暮
れ
る
ま
で
家
に
帰
っ
て
き

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
朝
刊
が
来
て
い
な

い
時
に
家
を
出
て
、
夕
方
新
聞
を
読

み
ま
す
。
そ
う
す
る
と
夕
刊
の
方
が

新
し
い
情
報
な
ん
で
す
。

市
長　

夕
刊
を
主
軸
に
し
て
い
る
新

聞
社
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

林　
　

ほ
と
ん
ど
の
新
聞
社
が
朝
刊

に
転
換
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
勝
毎
日

新
聞
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。

市
長　

十
勝
毎
日
新
聞
は
地
元
の

シ
ェ
ア
が
ダ
ン
ト
ツ
だ
と
聞
き
ま
し

た
。

林　
　

5
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
長　

地
元
に
密
着
し
た
新
聞
を

作
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

に
「
豊
洲
」
と
い
う
号
を
使
い
ま
す
が
、

豊
後
の
「
豊
」
と
西
郷
南
洲
の
「
洲
」
を

取
っ
て
豊
洲
と
い
う
名
前
を
つ
け
ま

し
た
。

市
長　

茂
さ
ん
の
心
に
は
ず
っ
と
故

郷
大
分
・
臼
杵
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

何
か
ら
始
め
た
の
で
す
か
。

林　
　

当
初
か
ら
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
）

と
観
光
（
温
泉
）
に
目
を
つ
け
て
い
た

よ
う
で
す
。

市
長　

そ
れ
が
今
の
十
勝
毎
日
新
聞

や
ホ
テ
ル
経
営
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
十
勝
毎
日
新
聞
は
朝
刊
が

な
く
夕
刊
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
発
想
は
地
域
的
な
も
の
で

す
か
？

林　
　

今
で
は
酪
農
・
畜
産
が
メ
イ

ン
で
す
が
、
昔
は
畑
作
が
メ
イ
ン
で
し

林　
　

は
い
。
日
本
で
一
番
地
域
密

着
度
が
高
い
新
聞
だ
と
思
い
ま
す
。

夕
刊
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
主
婦
や

お
年
寄
り
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
長　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
。

林　
　

十
勝
毎
日
新
聞
は
、
自
社
で

取
材
を
し
て
書
く
記
事
が
７
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
通
常
の
新
聞
は
半
分

以
上
が
通
信
社
な
ど
の
記
事
で
地
元

の
記
事
は
、
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。

市
長　

そ
う
で
す
ね
。
十
勝
毎
日
新

聞
の
記
者
は
、
地
元
に
密
着
し
て
足

で
情
報
を
か
せ
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

林　
　

そ
う
な
り
ま
す
ね
。
十
勝
の

人
口
34
万
に
対
し
て
記
者
は
50
人
く

ら
い
で
す
。
本
社
は
帯
広
市
、
周
辺

町
村
に
支
局
が
４
つ
あ
り
ま
す
。

市
長　

自
分
た
ち
の
所
得
に
直
結
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
敏
感
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ
も
掘
り
下
げ
る

ん
で
す
か
。

林　
　

十
勝
は
農
業
で
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
大
反
対
で
す

ね
。

市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
壊
滅
的
な
影

響
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
よ

ね
。
本
土
の
マ
ス
コ
ミ
は
自
由
化
の

意
義
を
消
費
者
に
重
き
を
お
い
て
考

え
て
い
ま
す
よ
ね
。

林　
　

競
争
す
る
と
量
で
は
勝
て
な

い
の
で
、
質
を
上
げ
て
い
く
取
組
を
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
新
聞
で
取
り
上

げ
て
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る
ペ
ー

ジ
を
設
け
て
い
ま
す
。

市
長　

地
域
密
着
型
だ
か
ら
で
き
る
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こ
と
で
す
ね
。

林　
　

農
業
新
聞
よ
り
農
業
新
聞

だ
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
、
農
家
に
寄
り

添
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

安
く
て
良
い
も
の
を
作
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

林　
　

そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
高
い

値
段
で
も
買
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
貿
易
の
自
由
化
に
も
勝
て
る
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

市
長　

豊
洲
さ
ん
の
お
墓
を
臼
杵
に

残
し
て
、
5
代
目
に
な
っ
て
も
臼
杵
に

来
る
理
由
は
何
で
す
か
？

林　
　

「
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

地
域
と
と
も
に
我
々
は
あ
る
と
い
う
」

社
是
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
創
業

当
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
創
業
者

の
精
神
が
こ
こ
臼
杵
で
培
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
精
神
が
今
も
引
き
継
が
れ

林　
　

新
聞
で
言
う
と
、
デ
ジ
タ
ル

版
が
一
番
進
ん
で
い
る
の
は
十
勝
毎

日
新
聞
で
す
。
も
ち
ろ
ん
紙
も
重
要

な
ん
で
す
が
、
最
先
端
の
こ
と
も
し
て

お
か
な
い
と
、い
ず
れ
時
代
が
移
り
変

わ
る
の
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

新
し
く
企
業
と
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
領
域
は
あ
り
ま

す
か
？

林　
　

「
食
」
で
す
ね
。
地
元
の
食
材

を
生
か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
菓
子
店

を
経
営
し
て
い
ま
す
。
十
勝
は
あ
ず

き
や
小
麦
な
ど
の
原
料
を
作
っ
て
い

ま
す
が
、
６
次
産
業
化
で
付
加
価
値

を
つ
け
て
い
な
か
い
と
地
域
と
し
て

は
成
長
し
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

そ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
啓

発
す
る
の
で
は
な
く
、
起
業
と
し
て

で
す
か
。

林　
　

啓
発
も
し
ま
す
が
、
自
分
た

ち
の
手
で
本
気
で
し
て
い
な
い
と
い

く
ら
言
っ
て
も
「
や
っ
て
も
い
な
い
の

に
」
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
今
あ
る
資
源
に

磨
き
を
か
け
る

市
長　

は
じ
め
て
臼
杵
に
来
た
と
き

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

林　
　

食
べ
物
も
美
味
し
く
歴
史
が

あ
り
、
豊
か
な
町
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
最
近
は
竹
宵
や
妖
怪
の
町
と
い

う
印
象
も
あ
り
元
気
な
町
で
す
よ

ね
。

て
い
て
、
そ
れ
を
今
で
も
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
精
神
に
改
め
て
触
れ

る
た
め
に
臼
杵
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
長　

代
々
の
林
家
の
子
育
て
に
も

豊
洲
さ
ん
の
教
え
が
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

林　
　

地
域
の
中
で
醸
成
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
豊
洲
さ
ん
は
外
か

ら
の
感
覚
を
勉
強
し
て
取
り
入
れ
る

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

市
長　

外
と
は
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
で

す
か
？

林　
　

そ
う
で
す
。
世
界
中
に
目
を

向
け
、一
番
最
先
端
で
一
番
い
い
も
の

を
見
な
い
と
良
い
も
の
は
つ
く
れ
な

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

市
長　

時
代
が
ど
ち
ら
に
進
む
の
か

を
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
目
で
見
て
い

る
ん
で
す
ね
。

市
長　

林
社
長
の
目
か
ら
み
て
、
臼

杵
の
い
い
所
は
ど
こ
だ
と
思
い
ま
し

た
か
。

林　
　

い
い
意
味
で
守
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
徹
底
的
に
守
っ
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

徹
底
的
に
守
る
と
い
う
の

は
？

林　
　

こ
の
良
さ
を
臼
杵
の
中
で
ど

ん
ど
ん
高
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
間
競
争
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域
を
自
分
た
ち
で
さ
ら
に
磨

い
て
、
外
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
な

場
所
に
な
れ
ば
強
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

地
元
の
資
源
に
磨
き
を
か
け

て
、
住
ん
で
い
る
人
が
誇
り
を
持
て
る

よ
う
な
町
を
つ
く
っ
て
、
外
か
ら
来
て

も
ら
う
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
『
住
み

心
地
一
番
の
ま
ち
』
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

林　
　

や
は
り
一
つ
ひ
と
つ
の
質
を

上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要

じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

市
長　

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
視
点
と

地
域
の
視
点
、
両
方
が
必
要
で
す
ね
。

市
長　

最
後
に
臼
杵
市
民
に
一
言
。

林　
　

林
豊
洲
の
出
身
地
と
い
う
ひ

い
き
目
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

何
度
も
来
た
い
と
思
う
ま
ち
で
す
。

親
戚
や
友
達
と
一
緒
に
来
た
時
も
み

ん
な
ま
た
行
き
た
い
と
言
い
ま
す
。

気
候
や
歴
史
・
文
化
、
人
柄
も
含
め
て

ト
ー
タ
ル
的
に
す
ご
く
い
い
ま
ち
だ

と
思
い
ま
す
。
感
覚
的
に
は
な
り
ま

す
が
、
ま
た
来
た
い
場
所
で
す
。

市
長　

本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＜林茂（豊洲）さんプロフィール＞
　臼杵市海添出身の十勝毎日新聞社創業者。

　明治22年、板井増治、コトの次男として海添で生ま

れ、明治42年林家の婿養子に入る。その後北海道帯広

へと渡り、大正８年、十勝毎日新聞社を創業し今年で設

立100周年を迎える。茂は後に豊洲と号し、当初からメ

ディアと観光に目をつけており、約100年前から朝野球

大会や花火大会などを開催していた。現在の十勝毎日

新聞社は、林浩史氏が５代目代表取締役社長を務める。
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平成

30年度

臼杵市 ふるさと納税

総数11,715件　総額３億6,612万5,800円

ふるさと納税の謝礼品を出してみませんか？

　臼杵市では、ふるさと納税をしていただいた方へのお礼として地元の特産品をお届

けしており、謝礼品を通じて特産品のPRと地場産業の活性化もめざしています。ふる

さと納税謝礼品のラインナップをさらに充実させ、より多くの全国の皆様に臼杵市の

魅力を知っていただけるよう、市内事業者の皆さまからの謝礼品を募集しています。

募集する謝礼品… 臼杵市の魅力（地域特性）を実感でき、安定的に取扱うことができる、市内で栽培・生産・加

工された生鮮食品、加工食品、工芸品など。詳しくは、お問い合わせください。

　昨年度も、全国から多くのご支援を賜り、寄附額・寄附件数ともに前年度を上回る結果となりました。全国の皆さ

まからいただいたふるさと納税は、臼杵市の重点プロジェクトに活用しています。

　令和元年度も、お寄せいただいた寄附金を臼杵市の地域振興施策に活用させていただきます。

　ふるさと臼杵をより多くの方に知っていただき、地域活性化につなげていくため、市民の皆さまからも、市外で

暮らすご家族、親戚、友人などに臼杵市へふるさと納税をお勧めいただきますよう、お願いします。

平成30年度の主なふるさと納税活用事業

安心して子どもを産み、

子育てできる環境づくり

うすきの資源を

活かした産業の振興

移住・定住による

「うすき暮らし」のすすめ

　子ども医療の助成事業やロタワ

クチンの予防接種などの子育て世

代に対する医療費関係の助成施策

のみならず、ICT 活用教育の推進

など教育環境の整備にも活用しま

した。

　商工業の振興を目的とした補助

金制度や、臼杵ブランドの特産品

を開発・改良するための助成事業

など、臼杵の産業支援に加え、イ

ンバウンドなどの観光施策に活用

しました。

　地域振興協議会やまちづくり団

体などへの補助金に加え、うすき

石仏ねっとの運営や定住促進のた

めの家賃やリフォームなどの助成

事業などにも活用しました。

充当額

7,549万円
充当額

5,750万円
充当額

4,390万円

問合せ先　秘書・総合政策課（内2123・臼杵庁舎）

ふる
さと

納税

　ふるさと納税とは、応援したいと思う自治体に寄附（納税）ができる制度です。個人が2,000円を超える寄附

をした場合に所得税と住民税から控除（還付）を受けることができるだけでなく、寄附金の使い道も選ぶことが

できる魅力的な仕組みです。
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申込・問合せ先　子ども子育て課（ちあぽーと内）☎︎0972-86-2716（直通）
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ファミリーサポート事業の

提携会員になりませんか？

親子で学ぶアンガーマネージメント

子育ての手助けができる方を募集します

　ファミリー・サポート・センター事業は、子育ての手助けができる方（提供会員）と、子育ての手助けが必要な方

（依頼会員）が、お互いに助け合いながら子どもの成長を地域で支えていく、会員制の相互援助活動です。提供会

員になるためには、臼杵市が実施する下記講習を受講し会員登録をしていただく必要があります。

　この機会に、講習会を受講して、ぜひ地域の子育てを応援しませんか？

■対　象　　満20歳以上の健康で子どもが好きな方、子育てのお手伝いをしたい方（資格要件はありません）

■定　員　　20人（先着順）

■申込方法　窓口（ちあぽーと）または電話

■申込期限　８月２日㈮

■提供会員講習会

日程および内容

■と　き　７月７日㈰　10:30 ～ 11:30（開場10:15）

■ところ　ちあぽーと（臼杵市子ども・子育て総合支援センター）

■対　象　５歳～小学６年生までお子様のいらっしゃる親子

■定　員　10組　先着順（保護者だけ、子どもだけの参加も可能です）

■参加費　無料

※ アンガーマネージメントとは、怒りの感情と上手に付き合うための心理ト

レーニングです。

※５歳未満のお子様の託児が必要な方は、お申込の際にお知らせください。

※当日、テレビ取材が入る予定です。　　　

■ところ　ちあぽーと（臼杵市子ども・子育て総合支援センター）２階会議室

※ 生後３ヵ月以上の未就学のお子様の託児が必要な方は、お申込みの際にお知らせください。（無料）

　詳しく知りたい、依頼会員として登録したいという方のお問合せもお待ちしています。

と　き 時間 内　容

８月７日㈬ ９:30～15:30
１. ファミリー・サポート・センター事業とは？
２. 保育の心
３. 子どもの世話と事故防止

８月21日㈬ ９:30～15:30
１. 子どもの栄養と食生活①
２. 小児看護の基礎知識

９月５日㈭ ９:30～15:30
１. 安全・事故（救命救急講習）
２. 子どもの栄養と食生活②
３. 身体の発育と病気

９月27日㈮ ９:30～15:30
１. 子どもの栄養と食生活③
２. 心の発達とその問題

10月４日㈮ 10:00～15:00
１. ファミリー・サポート・センター事業を円滑にすすめるために
２. 子どもの遊び
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　5月24日、臼杵市自治会連合会定期総会が臼杵市中央公民館で開催されました。

総会では、長年にわたり、区と臼杵市の発展にご尽力された11名の永年勤続退任自

治会長（区長）の方々に、渡邉自治会連合会長から表彰状が、中野臼杵市長から感謝

状が贈られました。令和元年度の活動方針などの審議も行なわれ、原案どおり可決・

承認されました。

14
令和元年7月号

広報

うすき



あ
け
ぼ
の　
　

伊
東　

俊
義

明
星 

　
　

佐
世　

進

西
鍛
冶
屋　
　

内
藤　

幸
彦

東
鍛
冶
屋　
　

和
田　

明
則

竹
森 
　
　

吉
田　

武
正

立
野 

　
　

和
多
田　

紀
徳

船
戸 

　
　

髙
橋　

千
恵
子

高
松  

　
　

三
重
野　

近
生

下
北
団
地　
　

川
野　

喬
二

友
田 

　
　

筒
井　

重
喜

三
重
野 

　
　

草
刈　

條

北
ノ
川 

　
　

板
井　

直
美

田
ノ
口 

　
　

長
野　

忠
正

六
ケ
迫 

　
　

斉
藤　

祐
二

畑 

　
　

藤
澤　

隆
康

平
原 

　
　

遠
藤　

正
敏

阿
部
川
内　
　

川
野　

雄
一

小
出 

　
　

三
重
野  

信
昭

藤
河
内
山
口　

三
重
野　

守
一

田
中 

　
　

河
野　

邦
彦

大
坪 

　
　

芋
岡　

公
明

徳
尾 

　
　

髙
橋　

浩
二 

◎
上
北
地
区

上
末
広
一　
　

佐
藤　

常
雄

上
末
広
二　
　

板
井　

義
美

下
末
広
一　
　

宮
﨑　

壽
一

下
末
広
二　
　

齋
藤　

勝
美

黒
丸 

　
　

首
藤　

一
郎

松
原 

　
　

木
村　

修
二

上
通 

　
　

油
布　

和
德

下
通 

　
　

佐
藤　

昭
治

中
ノ
川 

　
　

赤
峰　

眞
作

松
ケ
岳 

　
　

板
井　

春
幸

落
合 

　
　

原
尾　

博
美

◎
中
臼
杵
地
区

久
木
小
野　
　

真
嶋　

尊
徳

王
座 

　
　

中
野　

淳
子

川
野 

　
　

伊
村　

善
和

川
原 

　
　

釘
宮　

真
由
美

板
川
野 

　
　

中
西　

美
智
代

吉
小
野 

　
　

伊
藤　

照
生

吉
小
野
久
保　

佐
藤　

幸
一

吉
小
野
井
ノ
上　

城　

恵
士
朗

井
上
鍛
冶　
　

玉
井　

正
己

鍛
冶
ノ
前　
　

藤
澤　

敦
志

岩
屋
川 

　
　

安
倍　

武
憲

才
倉 

　
　

神
品　

孝

半
三 

　
　

荻
野　

敏
朗

狭
岡 

　
　

荻
野　

宏

広
原 

　
　

吉
田　

要

正
願 

　
　

兒
玉　

清

提
内 

　
　

児
玉　

年
行

小
切
畑 

　
　

小
長　

勝
利

大
工
川 

　
　

首
藤　

公
正

◎
南
津
留
地
区

下
中
尾 

　
　

矢
野　

文
明

払
川 
　
　

廣
田　

今
朝
光

株
ノ
木 
　
　

太
神　

邦
夫

掻
懐 

　
　

藤
丸　

稔

竹
場 

　
　

小
野　

裕
二

左
津
留 

　
　

三
浦　

敏
彦

山
路 

　
　

足
立　

紀
彦

越
崎 

　
　

河
野　

悦
生

高
須 

　
　

佐
藤　

憲
司

木
ケ
畑 

　
　

栃
原　

幸
廣

乙
見　
　
　
　

藤
原　

英
敏

東
神
野 

　
　

三
田
井　

寿
一

◎
野
津
地
区

野
津
市
１
区　

髙
岡　

俊
郎

野
津
市
２
区　

芦
刈　

聡
一

野
津
市
３
区　

松
本　

和
俊

野
津
市
４
区　

山
村　

達
也

野
津
市
５
区　

堤　
　

明
彦

野
津
市
６
区　

長
野　

裕
二

野
津
市
７
区　

大
久
保　

孝
一

野
津
市
８
区　

岡
本　

尊
公

野
津
市
９
区　

佐
藤　

大
介

板
屋 

　
　

川
野　

正
範

竹
下 

　
　

植
田　

栄
治

野
口 

　
　

藍
澤　

道
男

荒
瀬 

　
　

長
野　

修
一

大
西 

　
　

平
山　

政
信

下
藤
中
組　
　

後
藤　

幸
仁

下
藤
下
組　
　

粟
津　

繁
正

野
津
広
原　
　

首
藤　

淳
一

中
山　
　
　
　

三
浦　

金
光

迫 

　
　

廣
田　

正
雄

寺
小
路　
　
　

笠
井　

浩
二

日
当 

　
　

芦
刈　

登
喜
雄

篠
迫
住
宅　
　

川
野　

賢
司

県
営
篠
迫
団
地　

川
野　

み
ゆ
き

原
口
住
宅
１　

渡
邊　

悦
生

原
口
住
宅
２　

柳
井　

今
朝
光

原
口
住
宅
３　

中
田　

茂

大
久
保
団
地　

吉
賀　

一
巳

希
望
ヶ
丘
団
地　

井
上　

公
二

小
郡
の
丘　
　

松
野　

茂
夫

◎
都
松
地
区

赤
迫 

　
　

芦
刈　

哲
郎

筒
井 

　
　

堀　
　

た
み
子

池
原 

　
　

兒
玉　

雄
治

菅
無
田 

　
　

大
戸　

勝
喜

生
の
原 

　
　

児
玉　

武
生

新
生 

　
　

廣
田　

裕
光

若
山 

　
　

川
野　

長
子

花
原 

　
　

河
野　

俊
憲

野
津
芝
尾　
　

徳
丸　

俊
一

桐
木 

　
　

赤
嶺　

正
美

持
田 

　
　

草
場　

憲
雄

都
松
団
地　
　

柳
井　

竜
二

◎
田
野
地
区

小
屋
川 
　
　

小
橋　

信
治

田
の
平 

　
　

帆
足　

順
治

城
崎 

　
　

伊
東　

憲
一

塩
柏 

　
　

後
藤　

紀
美
子

備
後
尾 

　
　

長
野　

照
夫

蔵
園 

　
　

亀
井　

元
之

名
塚 

　
　

梅
田　

誠
治

田
良
原 

　
　

芳
山　

浩
二

福
青
田 

　
　

牧　
　

博
義

田
良
木 

　
　

藤
北　

義
幸

笠
良
木 

　
　

匹
田　

美
代
子

熊
迫 

　
　

長
野　

宗
重

土
橋 

　
　

大
嶋　

信
夫

花
の
木 

　
　

平
岩　

修

開
拓 

　
　

河
野　

幸
治

松
尾 

　
　

川
野　

由
友

塚
田 

　
　

新
名　

敏
夫

才
原 

　
　

内
藤　

和
夫

大
内 

　
　

白
根　

道
代

岩
瀬 

　
　

北
迫　

憲
治

水
地 

　
　

山
村　

正
美

溜
水 

　
　

廣
瀬　

幸
憲

野
津
田
中　
　

神
野　

正
徳

竹
部 

　
　

宮
川　

浩
二

持
丸 

　
　

野
中　

公
隆

八
熊 

　
　

釘
宮　

正
昭 

◎
川
登
地
区

下
西
神
野　
　

柴
田　

秀
登

上
西
神
野　
　

川
野　

勝
政

割
後
場　
　
　

鷲
上　

千
恵

板
井
畑 

　
　

上
野　

修

垣
河
内 

　
　

橋
本　

隆
生

遠
久
原 

　
　

神
野　

堅
士

内
平 

　
　

山
本　

好
博

泊 

　
　

小
川　

国
浩

田
代 

　
　

石
田　

好
博

野
津
岩
崎　
　

廣
瀬　

勝
正

今
俵 

　
　

上
野　

誠
司

清
水
原 

　
　

大
嶋　

薫

中
野 

　
　

神
野　

永
生

岩
屋 

　
　

広
田　

新
策

豊
倉 

　
　

後
藤　

達
見

長
谷 

　
　

吉
良　

圭
三

戸
屋
平 

　
　

芝
田　

賢
司

白
岩 

　
　

波
津
久　

統
和

須
久
保 

　
　

倉
野　

幸
徳

蕨
野 

　
　

久
原　

郁
由

黒
土 

　
　

髙
田　

教
一

落
谷 

　
　

髙
木　

雅
彦

下
落
谷 

　
　

荒
木　

治
幸

◎
南
野
津
地
区

小
園 

　
　

栁
井　

信
一

本
村 
　
　

栁
井　

宗
彦

南
迫 

　
　

藥
師
寺　

俊
彦

後
河
内 

　
　

亀
﨑　

民
雄

一
ツ
木 

　
　

宮
﨑　

輝
家

笹
枝 

　
　

姫
嶋　

正
浩

川
平 

　
　

竹
尾　

逸
郎

町
部 

　
　

姫
嶋　

辰
夫

吉
岡 

　
　

赤
峰　

英
治

南
長
小
野　
　

佐
藤　

秀
樹

天
手 

　
　

長
野　

利
徳

赤
峰 

　
　

赤
峰　

昭
男

尾
原 

　
　

竹
尾　

幸
喜

栃
原 

　
　

平
山　

新
一

石
上 

　
　

安
達　

龍
道

風
瀬 

　
　

藤
田　

和
紀

東
光
寺 

　
　

長
野　

輝
義

鼓
石 

　
　

鎌
手　

博
文

竹
脇 

　
　

藤
本　

良
市

南
田
中 

　
　

村
上　

益
浩

大
山 

　
　

三
嶋　

輝
男

折
立 

　
　

栁
井　

浩
道

奥
畑 

　
　

阿
南　

ミ
ヱ
子

椎
原 

　
　

川
野　

義
文

細
枝 

　
　

吉
良　

幸
一

出
羽 

　
　

藤
原　

光
春

◎
戸
上
地
区

黒
坂 

　
　

亀
井　

富
治

鍋
田 

　
　

川
野　

恵
二

御
霊
園 

　
　

村
上　

光

福
原 

　
　

川
野　

英
徳

長
小
野 

　
　

渡
邉　

雅
美

平
野 

　
　

後
藤　

幸
信

木
所 

　
　

渡
邉　

優
貴

黍
野 

　
　

高
橋　

鉄
也

牧
原 

　
　

後
藤　

啓
二

波
津
久 

　
　

武
宮　

訓

生
野 

　
　

堀　
　

正
臣

内
河
野 

　
　

高
橋　

明
弘

利
野 

　
　

小
畠　

早
臣

於
無
礼 

　
　

高
橋　

勝
弥

戸
上
団
地　
　

仲
野　

和
美

15
令和元年7月号

広報

うすき



臼杵市

■販売対象者

①住民税非課税の方（申請書の提出が必要）

　７月中に申請書を郵送しますので、購入希望の方は市へ申請書を提出してください。

　内容を審査後、９月以降、該当者には商品券の購入引換券を郵送します。

　対象：臼杵市に住民票があり、2019年度の住民税が非課税の方（2019年1月1日時点）

　※住民税が課税されている方の扶養親族や生活保護受給者は対象外です。

　◎販売上限額

　 　一人につき最大25,000円分の商品券を20,000円で販売。

　　※5000円分商品券（販売額4,000円）ごとに分割購入可

②子育て世帯（申請不要）

　９月以降に市から直接、対象の方へ商品券の購入引換券を郵送します。

対象：臼杵市に住民票があり、2016年４月２日から2019年９月30日の間に生まれた子が属する世帯の世帯主

　◎販売上限額

　 　対象となる子一人につき最大25,000円分の商品券を20,000円で販売。

　　※5,000円分商品券（販売額4,000円）ごとに分割購入可

■今後のスケジュール（予定）

７月中 市から該当の可能性のある方へ申請書を郵送します。（①住民税非課税の方のみ）

 ※購入希望者は市へ申請書を提出してください。

９月～ 内容を審査後、①の該当者および②子育て世帯に商品券購入引換券を郵送します。

10月～ 購入引換券を受け取った方は、商品券を購入・使用できます。

問合せ先　福祉課（内 1175 ～ 1177・臼杵庁舎）

プレミアム額
最大最大

5,000円5,000円

申込・問合せ先　臼杵商工会議所　☎︎ 0972-63-8811　FAX:0972-63-0813

キャッシュレスフェア   臼杵in

〜キャッシュレス決済を導入しませんか？〜

　当日はキャッシュレス決済や国の支援施策などに関する説明のほか、大分県認定の決済パートナー事業者の協力

により、決済端末の体験ブースも設置します。キャッシュレス決済の導入をご検討中の事業者の皆さまは、この機会に

ぜひご参加ください。

■と　き　７月29日㈪14:00～16:00

■ところ　臼杵市観光交流プラザ　１Ｆ　交流スペース

■内　容　・キャッシュレス決済について

　　　　　・消費税増税にともなう５％還元事業などについて

　　　　　・キャッシュレス決済端末の体験ブース設置

■大分県キャッシュレス化推進パートナー８社参加予定

ANA Digital Gate㈱/㈱オーシー/㈱Origami/Jペイメントサービス㈱/㈱ジャックス/SB ペイメントサービス㈱/  

楽天㈱/㈱リクルートライフスタイル

※参加パートナー企業は変更になる可能性があります。

※参加希望の方は、電話またはFAXにてお申し込みください。

　10月に予定されている消費税率引き上げにより家計に与える影響を緩和することを目的として、「臼杵市プレミア

ム付商品券」を発行します。プレミアム付商品券とは、額面以上の割り増し金（=プレミアム）が付いた商品券のことです。

　商品券の購入対象者は以下の方に限定されています。また、購入には市への申請が必要なため、対象の可能性のある

方に対して７月中に市から申請書を郵送します。（子育て世帯除く）

プレミアム付商品券のお知らせ
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問合せ先　臼杵市民会館　☎︎0972-６３-7977

証明書の書類 利用できる人 手数料

住民票の写し（除票は除く） 本人と同一世帯の人 300円

戸籍謄本・抄本（除籍は除く）
本人と同一戸籍の人

450円

戸籍の附票（除附票は除く） 300円

身分証明書 本人のみ 300円

印鑑登録証明書 本人のみ（印鑑登録証が必要） 300円

臼杵のキリシタン文化を学ぶ鋳
ち ゅ う ぞ う

造体験をしよう！
　臼杵っこワクワク歴史体験教室！今年は臼杵のキリシタン文化に関する遺物の鋳造体験を行います。自由研究に

お悩みの方はぜひいかかですか？

と　き　①７月27日㈯　申込　７月５日㈮～19日㈮　　②８月７日㈬　申込　７月５日㈮～31日㈬

　　　　③８月19日㈪　申込　７月５日㈮～８月９日㈮　※いずれも10：00～12：00

対　象　小学生（１・２年は保護者同伴）定員20名（定員になり次第締め切り）

申込・問合せ先　文化・文化財課（9：00～16：30　土日祝除）（内3122・臼杵庁舎）

第１部　お笑いオンステージ
　　　　（出演：林家正蔵、ザ・ぼんち、大木こだまひびき、阿佐ヶ谷姉妹）

第２部　ほのぼのコメディ劇場
　　　　（出演：吉本新喜劇メンバーとオーディション合格者）

と　き　９月15日㈰　開場13：30　開演14：00
ところ　臼杵市民会館　大ホール
入場料　　３歳以上2,000円（全席自由）※３歳未満は保護者の膝上無料。

　　　　　本事業は宝くじの助成により特別料金で実施されます。

入場券発売　７月５日㈮～

販売場所　臼杵市民会館、野津中央公民館、臼杵市観光交流プラザ

　姫島村を除く県内各市町のどの窓口でも下記証明書の交付が受けられます。ただし、参加市町に住民登録のある

方に限られます。

交付が受けられる証明書（受付８:30 ～ 17:00）

※委任状による請求はできません。

※取扱は臼杵庁舎のみ（野津庁舎での取扱はありません）

※各市町により取扱が異なりますので、利用の際はお問合せください。

問合せ先　市民課（内 1193・臼杵庁舎）

ほのぼのコメディ劇場の出演者を募集します
　「宝くじふるさとワクワク劇場inう♥（すき）」では第２部のほのぼのコメディ劇場で吉本新喜劇出演者と共

演していただく出演者をオーディションで決定します。多くの応募をお待ちしております。

※詳しくは折り込みチラシをご覧ください。

うすき
17

令和元年７月号

広報

おおいた広域窓口サービスをご利用ください

宝くじふるさとワクワク劇場inう♥（すき）



問合せ先　臼杵地域　環境課（内 1131・臼杵庁舎）、臼杵市清掃センター　☎︎ 0972-65-3700
　　　　　野津地域　市民生活推進課（内 133・野津庁舎）

臼杵地域は

「プラスチック製容器包装」の日

野津地域は

「プラスチック」の日

申込・問合せ先　財務経営課　☎︎ 0972-86-2721　FAX 0972-64-0136

　未利用となっている市有地（港湾設備）を有効利用するため、利用希望者を募集します。

■概　要　　　所在地　　臼杵市大字板知屋字大寺浦1257番１の一部

　　　　　　　敷地面積　630.22㎡

■募集の内容　港湾設備として有効活用を目的とした利活用希望者

■応募資格　　①個人　臼杵市に住所を有する者

　　　　　　　②法人（団体）　臼杵市に事業所を有する法人および新たに事業所を臼杵市に設置予定の法人

　※ただし、個人、法人および団体ともに、次に掲げる事項のいずれにも該当しないことを条件とします。

　・地方自治法施行令167条の４の規定に該当する者

　・国税、地方税などの滞納がある者

■利用条件　　①貸付を基本とし、有料となります。

　　　　　　　②利用範囲は、貸付敷地の全部、一部を問いません。

■応募方法　　別に定める応募様式に必要書類を添付して７月12日㈮までに提出してください。

　　　　　　　※必要書類として、事業計画書、登記簿などを提出していただきます。

■事業者の決定方法　書類審査を経て、協議を行う優先順位を決定します。

市有地（港湾設備）の利用希望者を募集します

問合せ先　部落差別解消推進・人権啓発課（内1611～1612・臼杵庁舎）

人権・同和問題に関する市民意識調査にご協力をお願いします

　「臼杵市部落差別の解消の推進および人権擁護に関する条例」にもとづき、「人権・同和

問題に関する市民意識調査」を行います。これは、５年ごとに2500名の市民の方（無作為

抽出）を対象で、同和問題（部落差別問題）をはじめ、人権問題についての市民の皆様の意

識や実態を把握し、今後の人権・同和行政の基礎資料として教育啓発・人権擁護に関する

施策に反映させることを目的とするものです。「一人ひとりの人権が尊重されるまちづく

り」をめざす取組の参考にしますのでご協力をお願いします。
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プラスチック製容器包装の出し方について
　中身を使い切って、軽く水洗いをしたり布などでふきとり、汚れを落としてから「資源となるごみの日」に出しましょう。

・ 汚れが落ちないもの、落としにくいものは、もやせるごみの日に。

・ 収集袋に入れて出すときは、レジ袋などを使って二重・三重袋にして出さ

ず、収集袋に直接入れて出しましょう。

　ごみの出し方について詳しくは、「ごみ収集カレンダー、家庭ごみ分別事典

（臼杵地域）」、「家庭ごみ・資源物の分け方・出し方（野津地域）」でご確認く

ださい。窓口でも配布しています。



臼杵市の防災情報をお届けします！
　本市では、さまざまな方法で避難に必要な情報を発信しています。「早めの避難」には、正確な情報を自ら積極的に取

りに行くことが大切です。避難情報などの災害に関する情報をより効果的に伝達するため以下の配信を始めます。

■防災情報の配信

　臼杵市の防災情報（市内放送設備）のデジタル化によって、臼杵市が配信する防災情報がさまざまな方法で確認でき

るようになります。令和元年７月からの運用開始予定です。

１．アプリでの防災情報配信

　 　「防災放送アプリ（コスモキャスト）」「おおいた防災アプリ」、「Yahoo防災速報」を活用して防災情報を配信しま

す。防災無線による放送内容、 J-ALERTや気象情報をはじめとする防災・災害情報を個人のスマートフォンにて確認

できます。

２．臼杵市登録制メール（スマートフォンをお持ちでない方）

　 　メールアドレスを登録することで臼杵市からの防災情報メールを受け取ることができます。

３．電話応答サービス

　 　防災行政無線による屋外スピーカーから流れる放送が聞き取れない場合や聞き逃した場合、または再度聞きたい

場合は専用電話番号へ電話をすることで、放送内容の確認が行えます。

　　臼杵市防災行政無線音声確認ダイヤル　☎︎0972-63-2000

　※登録方法は、臼杵市ホームページおよび挟み込みのチラシをご覧ください。

　※J-ALERT（全国瞬時警報システム）

　消防庁で全国的に整備・運用しているシステムです。弾道ミサイルや津波、緊急地震速報など、対処に時間的余裕のな

い事態に関する情報を、人口衛星を用いて国から送信し、市の防災行政無線（同報系）を自動起動し、住民に瞬時に情報

を伝達できます。今回の防災行政無線更新により野津地域でも放送することができるようになりました。今後、訓練放

送などを行って参りますのでご理解ご協力を賜りますようお願いいたします。

問合せ先　総務課防災危機管理室（内 2131・臼杵庁舎）

みんなで防ごう、土砂災害！

〜土砂災害から生命を守るために〜

土砂災害から生命を守るために

「日頃の備え」と「早めの避難」を

●土砂災害は、発生すると一瞬で人家や畑を壊滅させる

など、死傷者の割合の高い自然災害です。

●日頃から避難路、避難場所などを家族で確認し、いざ

というときは、すぐに避難しましょう。

●県では、土砂災害が発生するおそれのある区域を明ら

かにする基礎調査を実施し「土砂災害警戒区域」に指

定しています。

●土砂災害警戒区域の位置や警戒区域内での規制などの

確認は、県内の各土木事務所の相談窓口をご利用くだ

さい。

こころがけておくこと

土砂災害が起こる前にいくつかの前ぶれがみ

られることがあるので、気づいたら早く避難す

る。

土砂災害の多くは、雨が原因になって起こり

ます。

雨の量が１時間に20ミリ以上、または降り

始めてから100ミリ以上になったら注意する。

がけに近い部屋は危険なので、がけから離れ

た部屋へ移動する。

明るいうちに避難する。

土石流はスピードが速いので、流れに沿って

にげても追いつかれるので、川から横向きに

にげる。

正しい情報を集めて、行動する。

問合せ先

臼杵土木事務所　☎0972-63-4136
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熱中症を予防しましょう！
熱中症とは… 高温多湿な環境のもとでは、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かない

ことにより、体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や頭痛などの症状が現れ、重症に

なると意識障害などが起こります。　　　　　　

　一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自

分の体調の変化に気をつけるとともに、周囲の人に

も気を配り、予防を呼びかけ合って、熱中症による健

康被害を防ぎましょう。

問合せ先　保険健康課（内1144・臼杵庁舎）

問合せ先　保険健康課（内1143・臼杵庁舎）

７月巡回健診日程のお知らせ
特
定
健
診

各種がん検診
骨
密
度

大腸 胸部 胃
子宮
頸部

乳
と　き 受付時間 ところ

７月３日㈬ 13:30～14:00 川登地区基幹集落センター ○ ○ ○

７月４日㈭
８:30～９:00 佐志生保育所 ○ ○ ○

13:30～14:00 臼杵市観光交流プラザ ○ ○ ○

７月６日㈯ ９:00～10:30 野津中央公民館 ○ ○ ○ ○ ㊛ ㊛ ○

７月10日㈬ 13:30～14:00 南野津地区公民館 ○ ○ ○

７月18日㈭ ９:00～10:30 臼杵市中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月25日㈭ ９:00～10:30 野津中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年に一度の健診で、大切なあなたの身体のチェックができます。

※受診時には保険証と受診券が必要です。（19～39歳は不要）

※ 乳がん検診を希望される方は、検診着は皆さんと共有になりますので、ご了承ください。検診着が汚れている場合、ス

タッフに声をかけていただければ交換できます。バスタオルなどを持参していただいても結構です。

特定健康診査個別健診の連絡先変更について…国民健康保険加入中の方には「受診票」を送付していますが、裏面に記載

している医療機関の連絡先に一部変更がありました。　臼杵病院：（新）☎︎0972-83-8100

　　　　　　　問合せ先　大分県後期高齢者医療広域連合　☎︎097-534-1771（代表）

　　　　　　　　　　　　保険健康課（内1145・臼杵庁舎）、市民生活推進課（内131・野津庁舎）

後発医薬品（ジェネリック医薬品）を利用しましょう
○ ジェネリック医薬品とは…先発医薬品と同じ有効成分、同じ効能・効果をもつ医薬品で、先発医薬品に比べて低価

格で手に入れることができます。

・先発医薬品より安価で経済的です。・患者さんの自己負担の軽減、医療保険財政の改善につながります。

・効果や安全性は、先発医薬品と同等です。

○ どうやって使うの…まずは診察の時に、医師や薬剤師にご相談ください。直接言いづらい方は、保険証と一緒に送

付される「ジェネリック医薬品希望カード」や「希望シール」（市町村窓口などにも設置しています）を病院または薬

局で提示してください。
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随時申込受付中
！



　　　　　　　申請窓口　保険健康課（内1145・臼杵庁舎）

　　　　　　　問合せ先　大分県後期高齢者医療広域連合　☎︎097-534-1771（代表）

〜後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ〜

保険料額決定通知書を送付します
　令和元年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書などをお送りします。保険料の納め方については、通

知書の『期別保険料額』をご覧ください。

　外来や入院時に自己負担限度額を超えるような場合、以下の認定証を医療機関に提示することで、医療費が限度額まで

の負担となります。申請先は、後期高齢者医療の担当窓口です。手続方法など詳細は、担当窓口にお問合せください。

①限度額適用・標準負担額減額認定証

　対象者　令和元年度住民税非課税世帯に属する方※ 入院時の食事代も減額されます。

②限度額適用認定証

　対象者　住民税課税所得145～690万円未満の現役並み所得区分の世帯に属する方

　※ ①②のいずれも、現在お持ちの方で、令和元年度も該当となる方には、７月中旬に新しい認定証を送付しますので、手

続の必要はありません。

【非自発的失業者の保険料の減免について】

　会社の倒産や解雇などで非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、広域連合また

は市町村の担当課にお問合せ下さい。

○ 特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、その月の年

金から差し引かれます。

○ 普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、その月の納

期限までに納付書で保険料を納めていただくようになります。ただし、

口座振替申請をされている方は、納期限の日に通知書に記載してい

る金融機関から振り替えさせていただきますので、手続きは必要あり

ません。

　現在お持ちの緑色の被保険者証は、７月末で有効期限が切れます。８月

以降ご使用いただく被保険者証を７月中旬にお送りします。

○ 新しい被保険者証は、書留郵便にてお送りします。８月以降は、新しい被保

険者証をご使用ください。

○新しい被保険者証は桃色で、有効期限は、令和２年７月31日です。

○ ｢一部負担金の割合」は、平成30年中の所得に基づいて判定しています。

○ 被保険者証は折りたたみタイプです。切らずに半分に折って使ってくださ

い。

○裏面に臓器提供の意思表示ができます。

○被保険者証は上記の保険料額決定通知書とは別に送付します。

新しい被保険者証の送付について

限度額適用・標準負担額減額認定証などの申請受付

納期(月)
保険料額 普通徴収の

納　期　限特別徴収額 普通徴収額

４月

５月

６月

７月

８月

９月

通知書に記載
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７月公営住宅入居募集７月公営住宅入居 随時募集

浄化槽設置費用を助成します 重度心身障害者医療費受給者証の更新

　現在お持ちの重度心身障害者医療費受給者証の有効期

限は、６月30日㈰です。今回の定期更新は、８月から県内

一斉にスタートする自動償還払い制度の説明と手続きも

兼ねていますので、必ず手続きをお願いします。

■更新の手続きに必要なもの

　・重度心身障害者医療費受給者証(緑色の受給者証)

　・健康保険証　・障害者手帳(身体・療育・精神）　・印鑑

　・ 振込先金融機関の口座の通帳（※振込口座を変更する

方のみ）　　

■受付期間　７月１日㈪～12日㈮

　※ 期間内に手続きがお済みでない方には、個別のご連

絡を予定しています。

■受　付　福祉課(臼杵庁舎)、市民生活推進課(野津庁舎)

■その他　各医療保険に加入していて重度心身障害者受

給者証を取得していない方のうち下記①～④のいずれか

に該当する方は、受給資格がある可能性がありますので、

申請をしてください。

　①身体障害者手帳１級または２級の所持者　　

　②療育手帳Ａ１・Ａ２の所持者

　③精神障害者保健福祉手帳１級の所持者

　④身体障害者手帳３級、療育手帳Ｂ１両方の所持者

　※所得制限あり。詳しくはお問合せください。

問合せ先　福祉課（内1200・臼杵庁舎）問合せ先　臼杵市上下水道管理課　☎︎0972-64-0312

問合せ先　臼杵市営住宅管理センター　
☎︎0972-64-0633

問合せ先　臼杵市営住宅管理センター　
☎︎0972-64-0633

　合併処理浄化槽を設置する方で、下記の要件を満たす

方を対象に設置費用の一部を補助します。今年度は、汲み

取りや単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へのさらなる

転換を促進するため、補助金額の上乗せを行っています。

■対象人槽・補助金額（上乗せ分を含む）

　５人槽　532,000円・７人槽　614,000円

　10人槽　748,000円

※ 工事費が補助金額に満たない場合は、工事費用分まで

を上限とします。

■対象要件

・ 下水道事業など認可区域以外の生活の基盤となる住宅

（販売や賃貸を目的とした住宅は対象外）で、単独処理

浄化槽および汲み取り便槽からの設置換えであること

（新築は対象外）　

・ 申請時点で工事未着手で、設置後は、定期的な保守点検・

清掃・法定検査（有料）を行うこと

・ 令和２年３月13日までに設置工事が終了する見込であ

ること

■申　込　上下水道管理課に備え付けの申込書（臼杵市

ホームページからダウンロードも可）に必要事項を記入

し、７月１日㈪～ 31日㈬までの間にお申込みください。

※応募者多数の場合、抽選となることがあります。

■募集期間　随時募集

■注意事項　

・ 先着順のためすでに入居者が決まっている場合があり

ますので、最新の状況についてはお問合せください。

・ 入居には連帯保証人（原則県内在住者）２名が必要です。

・入居資格などは、お問合せください。

・ 一般の公営住宅の申込は、世帯の月額所得基準（各種控

除後）が158,000円以下の基準に該当する方が対象。

※特公賃住宅

・ 世 帯 全 員 の 合 計 所 得 が 月 額158,000円 か ら 月 額

487,000円の方が対象。（各種控除後）

・ 現に同居、または同居する予定の親族（婚約者含む）がい

る方が対象。

※ なお、大分県住宅供給公社のホームページに最新の情

報を随時掲載していますので併せてご覧ください。

■募集期間　７月１日㈪～９日㈫（土・日は除く）

　　　　　　平日８:30～17:15まで

■注意事項　

・ 応募者多数の場合は、抽選。（抽選会：７月11日㈭）

・ 入居には連帯保証人（原則県内在住者）２名が必要です。

・ 一般の公営住宅の申込は、世帯の月額所得基準（各種控

除後）が158,000円以下の基準に該当する方が対象。

住宅名 募集
戸数  建設年度 階数・間取 単身者 エレベ

ーター

[市営]
原口住宅 1戸 昭和53年度 ２階建・４Ｋ × ×

［市営特公賃］
荒田住宅あさぎ 2戸 平成14年度

１階・４LDK
４階・４LDK

× ○

住宅名 募集
戸数  建設年度 階数・間取 単身者 エレベ

ーター

[県営]
原口住宅 1戸 平成13年度 ４階・３DK × ○

[市営]
市浜住宅 ２戸

昭和48年度
昭和58年度

４階・３K
３階・３K

○ ×

[市営]
荒田住宅 ２戸

平成10年度
平成14年度

３階・２LDK
２階・２LDK

○ ○

[市営]
江無田住宅 1戸 昭和57年度 ３階・３K ○ ×

[市営]
原口住宅 １戸 昭和53年度 ２階建・３K ○ ×

［市営］
原口H16住宅 １戸 平成16年度 ４階・２DK ○ ○

［市営］
都松住宅 ２戸 昭和61年度 ２階建・３LDK × ×
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チャレンジショップ出店者募集

おおいた夏の事故ゼロ運動ついていますか？住宅用火災警報器！

問合せ先　株式会社まちづくり臼杵（サーラ・デ・うすき内）
☎︎0972-64-7271

問合せ先　市民課（内1100・臼杵庁舎）
　　　　　臼杵津久見警察署　☎︎0972-62-2131問合せ先　臼杵市消防本部予防課　☎︎0972-62-2303

　商店街内の空き店舗を活用して、期間限定で支援を受

けながら店舗運営ができる「チャレンジショップ」への出

店者を募集します。「将来自分のお店を持ちたい！」「試し

に出店してお客様の声を直接聞きたい！」そんな想いを

持っている方の応募をお待ちしております。

■出店場所　 八町大路商店街内の空き店舗

■出店期間　９月から１年以内

■出店料　　２万～３万円/月

■対象業種　小売業・サービス業など

■応募期間　７月１日㈪～ 31日㈬まで

※その他条件があります。

※詳しくはお問合せください。

〜７月10日㈬〜 19日㈮の10日間〜
～事故に遭わないための３つポイント～

１．星のように目立つ

　 　夜間は反射材利用・懐中電灯持参・明るめの服装を着

て星のように目立ちましょう！

２．正しい横断

　 　右見て左見てもう一度右を見て渡り始めましょう。

そして、道路の真ん中より少し手前で左側をもう一度

見ましょう！

３．自宅・目的地の近くが要注意

　 　慣れた道ほど前をよく見て集中しましょう！交わる

道路に出る時は左右をしっかり確認！

　自分や大切な家族を守るために、必ず設置しましょ

う。臼杵市火災予防条例で設置が義務化されています。

■必ず設置する場所（条例義務部分）

　①寝室　②階段の上部（２階に寝室がある場合）

■設置をおすすめする場所（例）

　①台所　　②居間

■維持管理について

・ 定期的に点検しましょう。ボタンを押す、またはひもを

引いて電池切れや故障を確認しましょう。電池寿命は、

使用環境・機種により違いはありますが、概ね10年です。

・ 住宅用火災警報器は、10年を目安に交換をおすすめし

ます。共同購入品（平成22年）は、９年が経過しています。

■設置率調査結果（平成31年４月～令和元年５月実施）

　設置している…88.2%

　条例義務部分のすべてに設置している…60.8%

　定期的に点検をしている…54.4%

※今一度、寝室に付いているか確認しましょう。

出店経営者を募集します！

　旧臼杵藩主稲葉家下屋敷内の売店における企画運営、

および臼杵の特産物などを中心としたお土産品の販売な

どを行う出店者を募集します。

■出店期間　９月１日～令和３年１月31日（予定）

■応募資格　 臼杵市内に本社または営業所などの拠点を

有する団体または個人（臼杵市民）

■募集期間　７月１日㈪～ 31日㈬

■募集要領　 おもてなし観光課（臼杵市観光交流プラザ

内）および臼杵市ホームページにて取得で

きます。

■提出締切　 ７月31日㈬※17:00（必着）

※詳しくはお問合せください。

申込・問合せ先　おもてなし観光課
（内761・臼杵市観光交流プラザ）

▼キラキラ！！ピカピカ！！星のように目立ちましょう



24
令和元年7月号

広報

うすき

成人式を企画しませんか？山内流游泳所生徒募集

子ども料理教室に参加しませんか？ スポーツ奨励金申請のご案内

■対　象　　臼杵市に在住する個人または所在する団体

■対象大会　①西日本地域および全九州規模の大会

　　　　　　②全国規模の大会　③国際規模の大会

■奨励金の額

■条　件　

　 以下のいずれかに当てはまる場合に支給されます。

①下部大会での予選を経て上位大会に進出したもの

② 大分県内の当該競技を主管する団体の長の推薦状など

があるもの

■申請書の配布・提出先　

　社会教育課（臼杵市中央公民館内）

※ 様式は臼杵市ホームページに掲

載しています。

社会教育課（内7420・臼杵市中央公民館）申込・問合せ先　保険健康課（内1148・臼杵庁舎）

申込・問合せ先　社会教育課
（内7420・臼杵市中央公民館内） 問合せ先　社会教育課　☎︎0972-63-6444

　臼杵市食生活改善推進協議会では、夏休みに小学生対

象の料理教室を開催します。料理の楽しさ、食事の楽しさ

を知るきっかけ作りにいかがですか？

■と　き　８月１日㈭９:30 ～ 12:30

■ところ　臼杵市中央公民館　調理室

■対　象　小学生

■定　員　25名（先着順）

■締　切　７月22日㈪

■参加料　300円

■持参品　エプロン、三角巾、手拭タオル、水筒

※希望者は電話にてお申込ください。

■と　き　 ７月21日㈰～８月11日㈰13:30～15:20

（游泳大会８月11日）

■ところ　中津浦鯉来ケ浜

■対象者　小学校２年生以上（成人コースもあります）

■授業料　 2,100円※別途スポーツ保険料

　　　　　中学生以下800円・高校生以上1,850円

■申込期限　７月８日㈪

※ 申込の際は、印鑑が必要です。各小学校にも入所申込

書を置いています。

　成人式の実行委員を募集します。自分たちの成人式を

企画して盛り上げてみませんか。

■対象者　 成人式の対象者（平成11年４月２日～平成12

年４月１日生）で、成人式当日までに行う実行

委員会および成人式に出席し自主的に活動で

きる方

■内　容　 成人式当日に行う成人者独自の催しの企画・

実行、成人者代表あいさつ、式典の司会、成人

者代表記念品授受

※詳しくは、お問合せください。

個人 団体

西日本・全九州規模 6,000 22,000

全国規模 11,000 55,000

国際規模 33,000 110,000



投票区名 投票所名 投票時間 投票区名 投票所名 投票時間

第1投票区 臼杵市社会福祉センター大会議室

7:00～18:00

第18投票区 東神野集会所 7:00～16:00

第2投票区 臼杵市北海添老人憩の家 第19投票区 中臼杵農村環境改善センター

7:00～18:00

第3投票区 臼杵市立臼杵幼稚園講堂 第20投票区 ＪＡおおいたうすき組合員ホール

第4投票区 臼杵市立福良ケ丘小学校多目的ホール 第21投票区 江無田公民館

第5投票区 市浜クラブ 第22投票区 臼杵市野津中央公民館

第6投票区 臼杵市立下南小学校体育館 第23投票区 都松地区ふれあいセンター

第7投票区 板知屋公民館 第24投票区 才原老人憩の家

第8投票区 風成地域ふれあい交流館 第25投票区 臼杵市田野地区公民館

第9投票区 上浦・深江地区コミュニティセンター 7:00～17:00 第26投票区 西神野ふれ愛センター 7:00～17:00

第10投票区 海辺連絡事務所

7:00～18:00

第27投票区 泊生活改善センター

7:00～18:00

第11投票区 臼杵市立海辺小学校体育館 第28投票区 野津高年者軽作業所

第12投票区 佐志生連絡事務所 第29投票区 川登地区基幹集落センター

第13投票区 下ノ江地区ふれあいセンター 第30投票区 臼杵市南野津地区公民館

第14投票区 臼杵市立下北小学校体育館 第31投票区 東谷地区公民館

第15投票区 松ケ岳地区公民館 7:00～16:00 第32投票区 鼓石公民館

第16投票区 上北地区コミュニティセンター
7:00～18:00

第33投票区 戸上ふれあい広場

第17投票区 南津留地区コミュニティセンター ※各投票所の投票時間をご確認ください。

市内の各投票所と投票時間

第25回参議院議員通常選挙
選挙啓発標語「おんせん県　沸かすあなたの　その一票」

投票日　　７月21日㈰　７:00〜18:00

ただし、第15投票所（松ケ岳）・第18投票所（東神野）は16:00まで

　　　　第９投票所（深　江）・第26投票所（西神野）は17:00まで

公示日　　７月４日㈭

期日前投票　7月5日㈮〜20日㈯　8：30〜20：00

■投票所　入場整理券に書かれている下記の投票所で、決められた時間内に投票してください。

　　　　　　※その他の投票所では投票できません。

■期日前投票　仕事や冠婚葬祭、レジャーなどで投票日当日に投票に行けない方は、期日前投票をすることができます。

○期間（土曜・日曜も投票できます）

　７月５日㈮〜20日㈯　※時間は８:30～20:00です。

○場　所　・臼杵市役所　臼杵庁舎　101・102会議室

　　　　　・臼杵市野津中央公民館
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問合せ先　臼杵市選挙管理委員会事務局（内3151、3152・臼杵庁舎）
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　くらしの情報館への掲載依頼は、
下記までご連絡ください。
８月号の締切　６月27日㈭
９月号の締切　７月25日㈭

問 秘書・総合政策課
(内2115・臼杵庁舎)

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
要
予
約
）

と　

き　

７
月
15
日（
月
・
祝
）９
時
～
17
時

（
作
業
療
法
士
）
13
時
～
17
時
（
言
語
聴

覚
士
・
歯
科
衛
生
士
）

と
こ
ろ　

障
が
い
者
交
流
セ
ン
タ
ー

す
く
ら
む

問 

さ
ぽ
ー
と
セ
ン
タ
ー
風
車　

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
５
８
８
８

女
性
に
対
す
る
問
題 

(

暴
力
な
ど
）
相
談
窓
口

問 

部
落
差
別
解
消
推
進
・
人
権
啓
発
課

（
内
１
６
１
２
・
臼
杵
庁
舎
）

外
国
人
無
料
相
談
会

と　

き　

７
月
７
日
㈰
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

iic
h
iko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
地

下
１
階　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

通　

訳　

日
本
語
・
英
語
な
ど
ど

問 

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
４
０
２
１

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

　

視
覚
に
関
わ
る
巡
回
教
育
相
談
を
行
い

ま
す
。

と　

き　

８
月
19
日
㈪
10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
市
役
所
３
０
１
会
議
室

対　

象　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童

生
徒
成
人
、
お
よ
び
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

（
保
育
士
・
教
員
な
ど
）

相
談
内
容　

家
庭
で
の
接
し
方
や
、
保
育
・

教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

申
込
方
法　

市
町
村
教
育
委
員
会
へ
お
問

合
せ
の
う
え
、
相
談
票
を
提
出
し
て
く
だ

農
地
転
用
、
官
公
署
へ
の
許
認
可
申
請
、
生

活
の
な
か
で
の
困
り
ご
と
な
ど
。

と　

き　

７
月
10
日
㈬
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

問 

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

公
証
役
場
無
料
相
談

と　

き　

７
月
17
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
※
要
予
約

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

内　

容　

遺
言
の
作
成
、
任
意
後
見
契

約
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養

育
費
の
支
払
い
な
ど

問 

大
分
公
証
人
合
同
役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

農
地
相
談
（
臼
杵
地
域
）

　

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
、
農
業
者
年

金
の
相
談
な
ど
。

と　

き　

７
月
18
日
㈭
９
時
～
17
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
２
０
３
会
議
室

問 

農
業
委
員
会（
内
２
２
１
・
野
津
庁
舎
）

「
心
の
病
」
家
族
相
談

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

と　

き　

７
月
20
日
㈯
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

臼
津
あ
け
ぼ
の
会
（
津
久
見
市

地
蔵
町　

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
ー
内
）
予
約
不
要

問 

神
田　

☎
０
９
７
２
‐
82
‐
４
０
２
１

療
育
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

専
門
講
師
が
、
療
育
訓
練
や
日
常
生
活

で
の
困
り
・
口
腔
機
能
・
進
路
（
就
学
）
・
福

相　

談

市
役
所
の
相
談
窓
口

○
臼
杵
地
域
月
例
行
政
相
談

と　

き　

７
月
18
日
㈭10

時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

問 

市
民
課（
内
１
１
６
２
・
臼
杵
庁
舎
）

○
臼
杵
地
域
人
権
相
談

と　

き　

７
月
18
日
㈭10

時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
２
０
４
会
議
室

問 

部
落
差
別
解
消
推
進
・
人
権
啓
発
課

（
内
１
６
１
１
・
臼
杵
庁
舎
）

○
野
津
地
域
月
例
行
政
・
人
権
相
談　

と　

き　

７
月
19
日
㈮10

時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

野
津
中
央
公
民
館
農
事
研
修
室

問 

市
民
生
活
推
進
課

（
内
１
２
２
・
野
津
庁
舎
）

○
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
無
料
相
談
窓
口

　

悪
質
商
法
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重

債
務
な
ど
の
お
悩
み
は
消
費
生
活
相
談

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、
秘

密
厳
守

と
こ
ろ　

臼
杵
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問 

臼
杵
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民

課
内
） 

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
９
５
３

○
大
分
県
司
法
書
士
会
法
律
相
談

と　

き　

７
月
８
日
㈪
13
時
～
16
時

（
30
分
程
度
）
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

問 

市
民
課（
内
１
１
６
２
・
臼
杵
庁
舎
）

○
大
分
県
行
政
書
士
会
相
談

　

遺
言
、
相
続
に
関
す
る
書
類
の
作
成
、

さ
い
。
※
高
校
生
以
上
の
方
は
盲
学
校
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

締　

切　

８
月
２
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

土
地
・
建
物
の
登
記
な
ど
の 

無
料
相
談
所

と　

き　

７
月
31
日
㈬
10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
市
役
所
１
０
１
会
議
室

内　

容　

①
土
地
境
界
②
土
地
の
登
記

（
分
筆
・
合
筆
・
地
目
変
更
な
ど
）

③
建
物
の
登
記
（
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

な
ど
）

問 

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
７
０
９

今
月
の
納
期
（
７
月
31
日
）

固
定
資
産
税　

２
期

国
民
健
康
保
険
税　

１
期

介
護
保
険
料　

１
期

後
期
高
齢
者
保
険
料　

１
期

問 

税
務
課（
内
１
１
１
１
・
臼
杵
庁
舎
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

７
月
中
旬
に
、
平
成
31
年
度
の
介
護
保

険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
に
つ
い
て
納
付
通
知
書（
納

付
書
）
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
特
別

徴
収（
公
的
年
金
か
ら
の
天
引
き
）の
方
に

つ
い
て
は
、
特
別
徴
収
通
知
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
。
お
手
元
に
通
知
書
が
届
い
た

お
知
ら
せ
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８/１㈭～２㈮
８/14㈬～ 17㈯
８/29㈭～ 31㈯

大
潮

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

環
境
課（
内
１
１
３
３
・
臼
杵
庁
舎
）、

　

 

市
民
生
活
推
進
課

（
内
１
３
３
・
野
津
庁
舎
）

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の 

回
収
（
臼
杵
地
域
）

　

臼
杵
地
域
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
18
日
㈭
８
時
30
分
～
12
時

（
雨
天
時
は
19
日
㈮
）

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
南
部
事
業
部

（
旧
臼
杵
事
業
部
生
活
課
「
組
合
員
ホ
ー

ル
」前
）

回
収
品　

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
農
業

用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、農
業
用
ポ
リ
容
器

問 

Ｊ
Ａ
お
お
い
た　

南
部
事
業
部（
臼

杵
）園
芸
課  

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
１
１
４
７

違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
が 

は
じ
ま
り
ま
す
！

　

７
月
１
日
㈪
か
ら
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
、
物

品
販
売
店
舗
、
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
な

ど
で
、
消
防
法
に
違
反
の
あ
る
場
合
に
、
そ

の
建
物
の
情
報
を
臼
杵
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、公
表
し
ま
す
。

違
反
内
容　

屋
内
消
火
栓
設
備
・
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
・
自
動
火
災
報
知
設
備
の

未
設
置

公
表
内
容　

建
物
の
名
称
、
所
在
地
、
違

反
内
容
な
ど

問 

臼
杵
市
消
防
本
部
予
防
課　

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
２
３
０
３

ら
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課

（
内
１
１
１
５
～
１
１
１
７
・
臼
杵
庁
舎
）

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税
（
第
１
期
分
）

　

令
和
元
年
分
の「
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
」の
予
定
納
税（
第
１
期
分
）

の
納
期
限
は
、
７
月
31
日
㈬
で
す
。
振
替

納
税
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
前
日
ま

で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
電
子
納

税
手
続
き
に
つ
い
て
は
、ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
税
務
署
※
自
動
音
声
案
内

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
５
２
２

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を 

送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
切
替

は
８
月
１
日
㈭
で
す
。
今
月
中
に
書
留
で

送
付
し
ま
す
の
で
、
台
紙
よ
り
剥
し
て
お

使
い
く
だ
さ
い
。
保
護
ケ
ー
ス
が
必
要
な

方
は
窓
口
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。 

問 

保
険
健
康
課（
内
１
１
４
５
・
臼
杵
庁

舎
）国

民
年
金
保
険
料 

免
除
な
ど
の
申
請

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
状
態
で
、
障

が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
令
和
元
年
７
月
分
か
ら
令
和
２
年
６

月
分
ま
で
の
納
付
免
除
・
猶
予
申
請
は
、

７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
で
す
。
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
免
除
制
度
な
ど
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。　

問 

佐
伯
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
２
‐
22
‐
１
９
７
０

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は 

お
済
み
で
す
か

　

児
童
手
当
受
給
中
の
方
は
、
現
況
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
、
令
和
元
年
６
月
分
以
降
の

手
当
（
令
和
元
年
10
月
期
振
込
分
）
を
受
給

で
き
ま
せ
ん
。
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い

方
は
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

現
況
届
が
届
い
て
い
な
い
方
や
紛
失
し
た

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

子
ど
も
子
育
て
課

（
内
２
５
１
４
・
ち
あ
ぽ
ー
と
）

架
空
請
求
に
ご
注
意
を
！

　

公
的
機
関
の
よ
う
な
団
体
名
か
ら
の
ハ

ガ
キ
や
大
手
通
販
会
社
を
か
た
る
メ
ー
ル

に
よ
る
架
空
請
求
の
相
談
が
、
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
架
空
請
求
の
通
信
手
段
は
多

様
化
し
て
お
り
、
連
絡
を
取
ら
せ
よ
う
と
さ

ま
ざ
ま
な
手
口
で
消
費
者
の
不
安
を
あ
お

り
、
連
絡
す
る
と
金
銭
を
請
求
さ
れ
ま
す
。

身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
連
絡
せ
ず
、

判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は
す
ぐ
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
民
課

内
）  

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
９
５
３（
直
通
）

生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う

　

生
ご
み
を
減
量
・
資
源
（
堆
肥
）
化
で
き

る
、
生
ご
み
処
理
容
器
や
機
械
式
生
ご
み
処

理
機
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
臼
杵
市
で
は
、

購
入
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ
の 

参
加
募
集

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で
父
な

ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象

に
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
い
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

旧
ソ
連
、
中
国
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
な
ど
18
地
域
の
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
遺
族
会
連
合
会　

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
４
５
９

令
和
元
年
度
狩
猟
免
許 

更
新
に
つ
い
て

対
象
者　

平
成
28
年
度
に
免
許
を
取
得
・

更
新
し
た
者

更
新
講
習
会　

９
月
４
日
㈬
大
分
市
鶴
崎

公
民
館
、
９
月
９
日
㈪
大
分
県
教
育
会
館

※
い
ず
れ
か
の
日
程
に
参
加

申
請
期
間　

８
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
中
部
振
興
局
森
林
管
理
班　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
７
４
９

第
43
回
臼
杵
市
美
術
公
募
展

　

絵
画
・
写
真
の
愛
好
者
の
創
作
作
品
を
、

ひ
ろ
く
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
26
日
㈬
～
30
日
㈰
９
時
～

18
時
※
30
日
の
み
16
時
ま
で

と
こ
ろ　

臼
杵
市
観
光
交
流
プ
ラ
ザ　

２
Ｆ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

問 

臼
杵
市
美
術
協
会
事
務
局　

常
賀　

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
２
３
２
９

飼い犬の登録はお済みですか？
　飼い主は犬を飼い始めたら、市に登録をする義務がありま

す。飼い犬の登録がまだの方は、問合せ窓口までお問合せく

ださい。（登録は一生に一度です。）

問 環境課（内1133・臼杵庁舎）

　 市民生活推進課（内132・野津庁舎）
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銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
が
つ
い
て
い
な
い

古
式
銃
法
や
刀
剣
類
を
お
持
ち
の
方
は
、

必
ず
登
録
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
10
日
㈬
13
時
～
17
時

と
こ
ろ　

大
分
県
庁
別
館
８
階
84
会
議

室持
参
品　

現
物
と
発
見
届
出
済
み
証
・
登

録
手
数
料
（
１
件
６
，３
０
０
円
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
教
育
庁
文
化
課　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
３

田
野
直
販
所
「
い
の
こ
」 

感
謝
デ
ー

　

「
い
の
こ
」
感
謝
デ
ー
を
開
催
し
ま

す
！
餅
ま
き
や
抽
選
会
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
か
き
氷
の
無
料
配
布
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
。
夏
野
菜
の
つ
め
放
題
販
売

も
あ
り
ま
す
。

と　

き　

７
月
20
日
㈯
９
時
～

と
こ
ろ　

い
の
こ
田
野
村
直
売
所

問 

店
長　

河
野　

☎
０
９
０
‐
５
９
３
４
‐
７
７
３
１

街
の
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

７
月
21
日
㈰

13
時
30
分
～
14
時
40
分

と
こ
ろ　

サ
ー
ラ
・
デ
・
う
す
き

入
場
料　

無
料

問 

臼
杵
音
楽
交
流
協
議
会
代
表　

桑
原

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
２
１
９
１

７月は「愛の献血助け合い運動」月間
　市役所では移動献血を行います。献血でたくさんの命が救われます。定期

的な献血のご協力をお願いします。献血は県内を回る献血バスまたは最寄

りの献血ルームで受付けています。

と　き　８月２日㈮ 10:00 ～ 16:30

ところ　臼杵庁舎 101・102 会議室

問保険健康課（内1142・臼杵庁舎） 

と　

き　

７
月
27
日
㈯
19
時
30
分
～

と
こ
ろ　

ほ
っ
と
館

問 

正
調
臼
杵
盆
踊
り
保
存
会
事
務
局

☎
０
８
０
‐
２
６
９
１
‐
１
０
０
２

臼
杵
市
民
水
泳
大
会 

参
加
者
募
集

と　

き　

８
月
18
日
㈰
10
時
競
技
開
始

と
こ
ろ　

臼
杵
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

対
象
者　

臼
杵
市
民
、
臼
杵
市
内
へ
通

勤
・
通
学
な
ど
を
し
て
い
る
方

種　

目　

１
人
２
種
目
以
内　

ビ
ー
ト
板

（
25
ｍ
の
み
）
、
自
由
形
、
背
泳
ぎ
、
平
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
各
25
ｍ
、
50
ｍ
、
１
０
０

ｍ
）
、
個
人
メ
ド
レ
ー
（
２
０
０
ｍ
の
み
）

申
込
締
切　

７
月
31
日
㈬

問 

臼
杵
市
水
泳
協
会　

堤

☎
０
８
０
‐
３
４
５
０
‐
９
８
５
４

図
書
館
の
教
室
・
お
は
な
し
会

■
野
津
会
場　

野
津
中
央
公
民
館

○
ぴ
よ
ぴ
よ
お
は
な
し
会
＆

乳
幼
児
の
為
の
読
み
聞
か
せ
講
座

と　

き　

７
月
３
日
㈬
10
時
～
12
時

対　

象　

妊
婦
の
方
、
乳
幼
児
と
保
護
者

■
臼
杵
会
場

荘
田
平
五
郎
記
念
こ
ど
も
図
書
館

○
よ
む
よ
む
の
会
読
み
聞
か
せ  

と　

き　

７
月
13
日
㈯
14
時
～
15
時

対　

象　

０
歳
～
小
学
生
ま
で
と
保
護
者

○
乳
幼
児
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
講
座

（
１
歳
児
コ
ー
ス
） 

 
 

と　

き　

７
月
17
日
㈬
10
時
～
11
時
30
分

対　

象　

妊
婦
の
方
、
１
歳
ま
で
の
赤

車
内
事
故
防
止
の
お
願
い

　

バ
ス
の「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
降
車
の
際
は
、
バ
ス

が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら
、
席

を
立
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
立
っ
て
乗
車
す

る
場
合
は
、
吊
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ

か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

問 

（
一
社
）大
分
県
バ
ス
協
会　

脇

☎
０
９
７
‐
５
５
８
‐
３
９
４
６

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

受
講
生
（
受
講
無
料
）

　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族

を
支
援
す
る
た
め
特
別
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
で
、
な

る
べ
く
全
て
の
講
座
に
出
席
で
き
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

と　

き　

①
７
月
17
日
㈬
認
知
症
の
基
本

的
理
解
②
８
月
21
日
㈬
臼
杵
市
の
福
祉
・

総
合
事
業
に
つ
い
て
③
９
月
18
日
㈬
公
開

講
座
（
講
師
未
定
）
④
10
月
16
日
㈬
見
つ
め

て
み
よ
う
、
あ
な
た
の
心
⑤
11
月
20
日
㈬

認
知
症
の
人
の
気
持
ち
⑥
12
月
18
日
㈬
講

座
の
ま
と
め
※
講
座
内
容
は
予
定
で
す
。13

時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

ほ
っ
と
館

問 

高
齢
者
支
援
課

（
内
１
１
５
１
・
臼
杵
庁
舎
）

盆
踊
り
練
習
会
参
加
募
集

　

伝
統
あ
る
臼
杵
の
盆
踊
り
祭
文
と
お
夏

を
練
習
し
ま
せ
ん
か
。

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

○
大
人
の
た
め
の
絵
本
講
座 

 

と　

き 

７
月
18
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

対　

象 

絵
本
に
興
味
の
あ
る
方
、
読
み

聞
か
せ
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
方

○
乳
幼
児
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
講
座

（
２
歳
児
コ
ー
ス
） 

 
 

と　

き 

７
月
26
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

対　

象 

１
歳
～
２
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者 

 
 

○
乳
幼
児
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
講
座

（
３
歳
児
コ
ー
ス
）

と　

き　

７
月
22
日
㈪
10
時
～
11
時
30
分

対　

象 

２
歳
～
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

保
護
者

問 

臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
３
４
０
５

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習 

（
Ａ
講
習
）

と　

き　

９
月
４
日
㈬
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

臼
杵
市
消
防
本
部
３
階
研
修
室

受
講
料　

４
，７
０
０
円（
大
分
県
収
入
証

紙
で
納
入
）

受　

付　

７
月
16
日
㈫
～
24
日
㈬

受
付
場
所　

各
市
町
村
の
消
防
署

受
講
義
務
者　

「
危
険
物
取
扱
者
免
状
」

を
所
持
し
、
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は
取

扱
所
に
お
い
て
現
に
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者（
保
安

監
督
者
を
含
む
）
※
講
習
を
受
講
し
な
い

場
合
は
、
行
政
措
置
に
よ
り
免
状
の
返
納

を
命
ぜ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問 

臼
杵
市
消
防
本
部
予
防
課

 

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
２
３
０
３

募　

集

講
習
会
・
講
座
・
教
室
・
試
験
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自
衛
官
募
集

種　

目　

航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
自

衛
官
候
補
生（
い
ず
れ
も
男
女
）

募
集
期
間　

航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
生
：

７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮
、

自
衛
官
候
補
生
：
通
年

第
１
次
試
験　

自
衛
官
候
補
生
：
受
付
時

に
お
知
ら
せ
、一
般
曹
候
補
生
：
９
月
20
日

㈮
～
22
日
㈰（
う
ち
１
日
）、航
空
学
生
：
９

月
16
日（
月
・
祝
）

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
下
さ
い
。

問 

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部　

大
分
募
集
案
内
所

　
　

☎
０
９
６
‐
５
４
６
‐
２
１
７
７

令
和
元
年
度 

狩
猟
免
許
試
験

銃
猟（
１
種
・
２
種
）

①
と　

き　

８
月
17
日
㈯

　

申　

込　

７
月
23
日
㈫
～
８
月
７
日
㈬

②
と　

き　

10
月
５
日
㈯

　

申　

込　

９
月
17
日
㈫
～
30
日
㈪

網
・
わ
な
猟

①
と　

き　

８
月
18
日
㈰

　

申　

込　

７
月
23
日
㈫
～
８
月
７
日
㈬

②
と　

き　

９
月
14
日
㈯

　

申　

込　

８
月
19
日
㈪
～
９
月
３
日
㈫

③
と　

き　

10
月
６
日
㈰

　

申　

込　

９
月
17
日
㈫
～
30
日
㈪

と
こ
ろ　

大
分
県
庁
２
階
正
庁
ホ
ー
ル

申
込
先　

大
分
県
中
部
振
興
局　

森
林
管

理
班

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
中
部
振
興
局 

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
７
４
９

９
月
受
講
生
募
集 

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

募
集
コ
ー
ス　

電
気
シ
ス
テ
ム
科

募
集
期
間　

７
月
１
日
㈪
～
７
月
24
日
㈬

訓
練
期
間　

９
月
３
日
㈫
～

令
和
２
年
２
月
28
日
㈮

説
明
会　

７
月
23
日
㈫

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

た
け
の
こ
・
竹
林
研
修

・
た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校

と　

き　

10
月
中
旬
よ
り

と
こ
ろ　

日
出
町
、
福
岡
県
八
女
市
な
ど

対　

象　

今
後
タ
ケ
ノ
コ
生
産
を
行
う
方
40
名

・
竹
林
楽
校
通
型
研
修

対　

象　

竹
林
作
業
を
こ
れ
か
ら
開
始
、
ま

た
は
す
で
に
実
施
し
て
い
る
方
４
名

募
集
期
間　

７
月
31
日
㈬
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
中
部
振
興
局　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
７
４
６

赤
十
字
救
急
法
救
急
員 

養
成
講
習
会

と　

き　

７
月
11
㈭
、12
日
㈮

９
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

対
象
者　

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修
了

者費　

用　

１
，７
０
０
円

問 

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
７

おおいた県南地域若者サポートステーション無料出張相談
　サポステはハローワークと連携して15～39歳までの若者の職業的自立

をサポートします。

と　き　毎週水曜日 10:00～15:00（祝日は休み）

ところ　臼杵市ふるさとハローワーク２階

問 おおいた県南地域若者サポートステーション　☎︎ 0972-28-6117
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今年もこの季節がやってきました！　コンコンチキチ～
　とある夕方、城下町を歩いているとふと聞こえてくる鐘の音…。息子、すかさず気づいて音の鳴る方へ。3年目ともなる

ともう分かっているんですね、臼杵祇園祭のお囃子の練習の音だと。７月中旬から行われる、言わずと知れた夏の風物詩。

初日の渡
お わ た り

御、最終日の還
お か え り

御で大きな山車が2基登場。移住１年目は確か本町と田町が担当町でした。全く知識がなかった

私は、忽然と八町大路に姿を現した山車を見てびっくりしたのを覚えています。そしてお祭りのスケジュールを何度聞いて

もなかなか理解できず、渡御と還御さえも読めなかった（笑）。その規模や尺も分かってなかったので、うっかりアロハシャ

ツと短パンで観に行って（神事なのに！）、無駄にふくらはぎを日焼けしてしまうという…。でもあの時の興奮は忘れること

はありません。

　私はこのお祭りが大好きで、移住フェアの臼杵のプレゼンでも紹介をしてしまうほど。

勝手に特筆しちゃいますが、担当町の方々の誇り高きこと。自分たちが受け継いで守る

べきことをしっかり背負っている気概がにじみ出ています。寛永20年（1643年）から受

け継いでいるので、背負うものは大きいですよね。神事の神妙さと勢い迫る山車の迫力、

血気盛んな若衆の勇猛果敢な姿を同時に見ることができる、とても貴重なお祭りだと思

っています。恥ずかしいかな、山車に乗っているカッコイイ若い子をついつい色眼鏡で追

ってしまう私ですが、息子は純粋に憧れの眼差しで見つめています。この期間はどこか足

をかけるところがあればすかさず片足をかけ、采（もしくはそこらへんにある棒）を持って

「コンコンチキチ～コンチキチ～」と振っています。今年も小さな猛者の可愛らしい姿

を見れるのが、母は楽しみで仕方ないのです。

ちいさな暮らし、ここちよい時間
移住日記 vol.26地域おこし協力隊

 あおききえの

問合せ先　秘書・総合政策課（内2303・臼杵庁舎）

▲動画で昨年の様子を見たい方にオススメ「臼杵のえんどうさんち」。 
　過去数年の様子も観れます。写真は今年の新町の練習風景

吉四六さん村の農泊日記

　東京には空がないといったのは、高村智恵子でした。東京にはネオンがあっても星空がないと横浜育ちの私は思いま

す。そんな東京から農泊にきたのは、郁文館高等学校の２年生の10名。ＰＢＬ（問題解決学習）ツアーという修学旅行で、国

内外いくつかある修学旅行の行先の中で臼杵を選んでくれた生徒さんたちです。

 都会育ちの高校生、始めはかなり緊張気味で大人しい印象でしたが、プログラムが進むにつれ徐々に頑なさが解けたよ

うに感じました。スーパーに並んだ野菜や食肉としての肉しか見たことがない高校生が、畑に行き自分で野菜を収穫し、

また、その野菜やジビエ肉を一緒に調理し味わう。農泊家庭のおいしい食事をお腹をいっぱいに食べながら、新鮮な素材

の持つ本来の味を噛みしめたり、食材の出所を知り一次産業の大切さを考えたりしていました。

 夜には全員で出かけ、乱舞する蛍を楽しみ、夜空に広がる満点の星に歓声をあげていました。夜の静寂の中で広がる蛙

や虫の声を聞きながら、暗闇の先から時折聞こえる鹿の声に耳を澄ませ、本物の暗闇と静寂を堪能できたのではないか

と思います。野津に来た感想の中で「空気が美味しい」という声を聞き、田舎だからこそあるものをこちらも気づかされま

した。都会と田舎。言葉にすると単純な比較ですが、その違いは実際に経験しないとわからないもの。今回の高校生は、五

感をフルに使って、野津を感じることで体中の細胞を活性化させ、さまざまなものをつかんで東京に帰っていきました。

『東京の高校生たちがやってきた』

お別れ会の後に全員で集合写真 ジャガイモ堀に奮闘中♪田植えの後、のんびり農泊家庭に戻ります

こんにちは。地域おこし

　協力隊のフィンガー

　　　　です

問合せ先　市民生活推進課（内212・野津庁舎）



臼杵高校通信

歓迎遠足・対面式を行いました

１年生が教育合宿を行いました

PTA総会が開催されました

　４月12日に歓迎遠足が行われました。新入生が参加する初めての学校行事です。遠足を通して、１年生と２・３年生

との親睦を図ります。天気にも恵まれ、気持ちの良い一日でした。長縄やクイズなど体や頭を使うレクリエーションで、

生徒たちの笑顔は絶えることがありませんでした。生徒たちは臼杵市民球場のスタンドでお弁当を食べていました。友

だちと一緒に食べるお弁当は格別だったのではないでしょうか。

　４月22日からの３日間、１年生200名が参加して教育合宿が九重青少年の家で行われました。この合宿は、臼高生と

しての自覚を高めるとともに、クラス・学年内の生徒や教員との理解と信頼を深めることを目的としています。おにぎ

り山への登山やクラス活動、校歌指導、学習活動を通して、絆を深めることができました。特にクラスマッチでは各クラ

スが一体となった姿が見られ、合宿での成長を実感しました。これからもこの一体感を大切にして、学校生活を送って

もらいたいと思います。

　５月11日、本校にてPTA総会が開催されました。総会に先立って、多くの保護者の方が授業参観を行いました。本校

では日々の授業改善に取り組んでおり、グループワークやICT機器を利用した授業など、さまざまな形態の授業をご覧

いただきました。その後のPTA総会では、昨年度の報告や今年度の計画について、PTA役員から説明され、承認いただ

きました。続いて、学年PTA、学級PTAと進行し、希望者に対しては個人面談が行われました。特に学級PTAでは同じ年

齢の子どもをもつ保護者として共感し、うなづく場面が見られました。忙しい中、昨年より多くの保護者の方々に参加

していただきました。今年度もご支援をよろしくお願いいたします。

No.55

お互いよろしくお願いします

教科の学習も忘れていません

150回を越えたクラスもありました

クラスマッチでクラスが一体に

みんなでニッコリ

天気がよかったです
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リズムのお部屋
前田　☎0972-62-2847

童謡、わらべ歌、表現遊び、紙芝居

７月の歌は「夏のあそびうた」ほか

と　き　７月６日㈯10:00～11:00

ところ　八町大路カニ醤油「自由空間」

　　　　（ケーブルテレビ前）

対　象　乳幼児と保護者　※自由参加

子育てサロン「この指とまれ」
主任児童委員 竹内☎0972-62-4844

と　き　７月19日㈮10:00～12:00

ところ　臼杵市中央公民館（和室）

内　容　お祭りごっこで遊ぼう

対　象　０歳児～未就園児　※自由参加

野津中央公民館事業

乳幼児期家庭教育学級スキップ！
野津中央公民館 ☎0974-32-2270

☆のつこども園へ行こう

（水あそびに参加しよう）

と　き　７月10日㈬10：00～11：00

ところ　のつこども園（9：50分現地集合）

※水あそびのできない子どもさんは、園

内見学したり、部屋で遊ばせていただきま

す。参加申込は７月５日㈮までにお願いし

ます。

☆吉四六村の夏まつりに参加しよう

と　き　７月28日㈰10：00～12：00

ところ　野津中央公民館駐車場　

※公民館駐車場で夏まつりが行われます。

ご家族皆さんでウォータープールで楽しみ

ましょう！ソーメン流しも準備しています。

パパの参加もお待ちしています。

なかよし広場
認定こども園 アソカ幼稚園　

☎0972-63-0807

第５回　七夕飾りづくり　

と　き　７月５日㈮10:00～11：00

※ご家庭用の笹を持ち帰ります。

園庭開放

と　き　７月12日㈮・19日㈮

　　　　10:00～11:30

対　象　いずれも未就園児と保護者

天使組
認定こども園　カトリック臼杵幼稚園

☎0972-62-3065
○第３回　みず遊び

と　き　７月18日㈭10:00～11:30

（受付９:00～）

ところ　幼稚園マリアホール

対　象　未就園児と保護者

持ち物　水着・着替えなど

○園庭開放

毎週火曜日　９:00～16:00　

吉
よ し だ

田　橙
とうせい

惺くん
（26日・あすとぴあ）

（荘啓・泰代）

岡
おかもと

本　倭
や ま と

虎くん
（31日・港町東）

（修宗）

おめでとう！

はじめてのお誕生日
月生まれ７

タパリヤ　路
ろ は ん

畔くん
（22日・門田）

（バラット・美穂）

宮
みやざき

﨑　茜
あかね

ちゃん
（24日・港町東）

（聡・くるみ）

○「ちあほっと」アプリダウンロードのおすすめ
　平成31年４月より、「ちあほっと」アプリから子
育てに役立つ情報などの提供を行います。
＜ダウンロード方法＞
アプリストアから「母子モ」で検索！

本
ほ ん だ

田　結
ゆ い

姫ちゃん
（７日・祇園西）

（洸一）

　初めての誕生日を記念して、市報に写真を載せてみませんか。

対　　象　市内に住む７月に１歳を迎えるお子さん

応募方法　必要事項に写真を添えて７月11日㈭までに秘書・総合政策課へ

必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、行政区（住所）、保護者氏名、連絡先（電話

番号、FAX、E-mail）

申込･問合せ先　秘書・総合政策課（内2115･臼杵庁舎）

その他 子育て関連情報
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※時間表示のない催し10:30～11:30

※毎月第一火曜日は11：00開所

★ベビーマッサージ

と　き　７月１日㈪

★リラックスヨガ

と　き　７月４日㈭10：00～11：00

☆ピアノとうたお♪

と　き　７月８日㈪10：30～11：00

☆うごいてあそぼ！

と　き　７月12日㈮

☆プレママデー

と　き　７月18日㈭

★ママ力(りょく)ＵＰ座談会

と　き　７月23日㈫10：00～12：00

★ピラティス

と　き　７月５日㈮10：15 ～ 11：30

※締切：７月３日㈬まで４組（先着順）

※持ち物：バスタオル・飲み物

※動きやすい服装でお越しください

★おやつを作ろう！

と　き　７月９日㈫10：00 ～ 12：00

※締切：７月５日㈮まで５組（先着順）

※持ち物：エプロン・三角巾

★ベビーマッサージ

と　き　７月12日㈮10：15 ～ 12：00

※締切：７月10日㈬まで５組（先着順）

※持ち物：バスタオル・飲み物・着替え

※前後１日予防接種不可

☆ちあぽーとの看護師さんによる身体計測

と　き　７月19日㈮10：00 ～ 12：00

※０歳児対象

★みんなで子育て！

と　き　７月22日㈪10：00 ～ 14：00

※臨床心理士の先生を迎えています。

※個別相談の方は要予約

※ 月～金曜日の行事のない日はプレイ

デーとして開設

※時間表示のない催し10:30～12:00

☆寝相アート（０歳児対象ふわふわっ）

と　き　７月３日㈬10：30 ～ 11:30

☆七夕飾りを作ろう！（わくわくキッズ工房）

と　き　７月４日㈭・５日㈮

　　　　10：30～11：00

☆プール遊びを楽しもう！

（１・２歳児対象とことこっ）

と　き　７月９日㈫10：30～11:30

※持ち物：タオル、水着、水筒、着替え

☆馬油でベビーマッサージ

（０歳児対象ふわふわっ）

と　き　７月10日㈬

※持ち物：バスタオル

☆水遊びを楽しもう！

（０歳児対象ふわふわっ）

と　き　７月17日㈬

※持ち物：タオル、水着または水あそび

用パンツ、着替え

☆プール遊びを楽しもう！

　（１・２歳児対象とことこっ）

と　き　７月23日㈫10：30 ～ 11:30

※持ち物：タオル、水着、水筒、着替え

☆水遊びを楽しもう！

（０歳児対象ふわふわっ）

と　き　７月24日㈬

※持ち物：タオル、水着または水あそ

び用パンツ、着替え

☆祝・満１歳の誕生会1/2バースデーのお

祝いをしよう♥（０歳児対象ふわふわっ）

と　き　７月31日㈬

※誕生月でない、お友だちも一緒にお

祝いしましょう！

※時間表示のない催し10:00～13:00

※対象は０歳児～

※ 月～土曜日まで行事のない日時は自由

来館として開設

☆できるかな（０歳～造形遊び）

　「ちぎってはってみよう」

と　き　７月３日㈬

☆おばあちゃんの味「にがうりの粉練り」

と　き　７月６日㈯

☆子育て相談日（専）

と　き　７月９日㈫

※臨床心理士の先生を迎えています。

☆ためしてみよう（０歳～体育遊び）

と　き　７月10日㈬

★オープン保育「風鈴を作ろう」「ママのため

の簡単一品料理（何を作るかお楽しみに）」

と　き　７月11日㈭

☆ハッピー里ちゃんの楽しい時間（専）

と　き　７月12日㈮

☆クッキング

と　き　７月13日㈯

☆えつこ先生の英語で遊ぼうABC（専）

と　き　７月16日㈫

★由美先生の「ピラティス教室」（専）

と　き　７月18日㈭

※持ち物：水筒

★親子の華道教室（専）

と　き　７月19日㈮

☆かおる先生のヒップホップダンス（専）

と　き　７月22日㈪

☆Enjoy! English!

と　き　７月23日㈫

のびのび子育てうすきっこ
♪ ♪

地域子育て支援拠点（行事予定）
予　約　★は要予約。☆は予約不要。　対　象　未就学児(保護者同伴)
※予約はお問合せください　※(専)は専門講師の行事
※開館日は、行事のない日でも気軽に立ち寄れます

子育て支援「あのね」
開　館　月〜土8:00〜13:00

ところ　福祉センターすみれ館 

☎0972-63-7343

ウスキッズ
開　館　月〜金９:00〜15:00

ところ　海辺こども園2階子育て支援室

　　　　☎0972-62-3464

よいこのへや
開　館　月〜金　９:00〜16:00

ところ　港町本通り７組

☎０９７２-83-４４１５

子育て支援センター 童（わらべ）

開　館　月〜金　10:00〜15:30

　　　　土曜日　10:00〜15:00

ところ　鹿嶋事務所（野津中学校前）

☎0974-32-3070
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うすき海鮮朝市 ７/６.13.20.27

ガイドと一緒にまちあるき（クーポン付）

古地図であるく臼杵のまち（当日受付可）

うすきミワリーガイド（当日受付可） 
（臼杵の妖怪話にスポットをあてたまち歩き）

Usuki Farmers's Marketひゃくすた ７/７

吉四六さんばなし口演 ７/14.28

と　き　毎週土曜日 7:30～売切れ次第終了

※不漁などで休む場合あり

ところ　臼杵魚市場・海鮮食堂うすき

問合せ先　臼杵魚市場　☎︎0972-62-3009

と　き　毎週土・日曜日（前日16：00まで要予約）　

　　　　10：30～、13：00～ スタート（約１時間）　

ところ　臼杵市観光交流プラザ　スタート／ゴール

参加料　500円（小学生以下無料）

※お食事やお土産に使える500円分のクーポン付き

問合せ先　臼杵市観光情報協会　☎︎0972-64-7130

と　き　７月13日㈯10：00スタート（約２時間）

ところ　臼杵市観光交流プラザ　スタート／ゴール

参加料　500円（臼杵市歴史資料館入館料を含む）

問合せ先　臼杵市観光情報協会　☎︎0972-64-7130

と　き　７月21日㈰10：00スタート（約1.5時間）

ところ　臼杵市観光交流プラザ　スタート／ゴール

参加料　500円（臼杵市歴史資料館入館料を含む）

問合せ先　臼杵市観光情報協会　☎︎0972-64-7130

と　き　第１日曜日　7:00～10:00

ところ　臼杵石仏公園

問合せ先　ひゃくすた実行委員会 実行委員長

山崎　☎︎090-4424-3021

と　き　毎月第２と第４日曜日に開催

　　　　11:00～13:30

ところ　吉四六さんの家（吉四六ランド内）

問合せ先　市民生活推進課　☎︎0974-32-2220

臼杵市民は臼杵石仏・稲葉家下屋敷・吉丸一昌記念館を無料で観覧可能。受付で住所を確認できるものをご提示ください。

７月の催し
八町大路　幟

の ぼ り い ち

市 ７/６

と　き　毎月第１土曜日 10:00～

ところ　臼杵市中央通り商店街（八町大路）

問合せ先　臼杵市中央通り商店街振興組合事務局

　☎︎0972-63-8525

碁
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
も

行
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
も
元
気
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
振
興
協
議
会
の
事
務
局

が
中
心
と
な
っ
て
、
高
齢
者
の
介
護
予

防
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
を
目
的
と
し

て
、
乗
り
合
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー
を
活
用
し
て
お
り
、
地
域
住
民
が

行
事
に
参
加
し
や
す
い
体
制
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
少
し
で
も

多
く
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
で
地
域

全
体
と
し
て
健
康
寿
命
が
長
く
な
り
、

元
気
な
身
体
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
参

加
者
同
士
の
交
流
を
通
じ
、
支
え
合
い

助
け
合
う
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

地
引
網
体
験
学
習
は
今
年
も
７
月

に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

海
を
体
験
し
、
楽
し
い
思
い
出
を
沢
山

作
る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

あ
ま
べ
振
興
協
議
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

あ
ま
べ
振
興
協
議
会
は
、
平
成
23

年

４
月
に
市
内
で
７
番
目
の
地
域
振
興

協
議
会
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
辺
（
あ
ま
べ
）
地
区
は
、
海
に
面
す

る
地
区
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
漁
協
や

地
元
住
民
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力
し
、
毎
年
、

夏
の
時
期
に
地
元
の
的
場
ヶ
浜
で
小
学

校
の
地
引
網
体
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
海
辺
小
学
校
の
全
校
生
徒

が
参
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
下
北
小
学

校
の
５
年
生
も
招
く
な
ど
、
他
の
地
域

と
の
交
流
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い

づ
く
り
も
盛
ん
で
す
。
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
と
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
や
囲 №119

秘
書
・
総
合
政
策
課

（
内
２
３
０
２
・
臼
杵
庁
舎
）
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休日救急当番医（8：30〜22：00）
※都合により変更になる場合があります　受診の際はお電話でお問合せください

休日当番歯科医
※都合により変更になる場合があります　受診の際はお電話でお問合せください

市民相談（無料）

月日 臼杵地域　☎︎(0972)　９:00～17:00 野津地域　☎︎(0974)　９:00～12:00

６/30 江良歯科医院　　　　 　　　　　☎63-0520 　岩田歯科クリニック（野津町）　　　　 ☎32-7220

７/７ りん歯科医院　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎83-8260 　熊瀬歯科医院（三重町）　 　　　　　　　　☎22-0327

14 臼杵病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎83-8100 　ごとう歯科・口腔外科クリニック（三重町）☎22-1118

15 こながわ歯科医院　 　　　　　　　☎63-2121 　久保歯科医院（大野町）　　　　　　　　☎34-2577

21 かねまつ歯科医院　 　　　　　　☎63-3138 　杉山歯科医院（犬飼町）　　　　☎097-578-0101

28 佐藤歯科医院　　　　 　　　　　☎62-2755 　杉山歯科医院（野津町）　　　　 　　　☎32-2167

８/４ 上杉歯科医院（津久見市）　　　　　　　　☎82-8420 　フレンド歯科（三重町）　　　　　　　　　　☎22-8828

月日 病院名　☎︎(0972)　

６/30
コスモス病院　☎62-5599

７/７、14

７/15 コスモス病院　☎62-5599 ／とうぼ小児科医院☎63-5811
※小児科は８：30 ～ 17：00まで

７/21、28、８/４ コスモス病院　☎62-5599

相談内容 と　き ところ・問合せ先

総合相談 毎週㈪～㈮　9：00～16：00

社会福祉協議会 臼杵事務所
☎︎ 0972-64-0123

司法書士相談
( 多重債務や成年後見制度 )

随時（要予約）

心の専門相談
（心理カウンセラー）

随時（要予約）

総合相談 毎週㈪～㈮　9：00～16：00
社会福祉協議会 野津事務所

☎︎ 0974-32-7759

年金相談
毎月第2木曜日（要予約）

10：00～15：00

佐伯年金事務所
☎︎ 0972-22-1970

会場：臼杵市社会福祉センター

専門医による医療相談
心の健康相談

７月25日㈭
（要予約・前日午前中まで）

中部保健所
☎︎ 0972-62-9171

法律（要予約） ７月17日㈬　13:15～17:15
臼杵商工会議所

☎︎ 0972-63-8811

子ども相談　教育一般 毎週㈪～㈮　8:30～17:00 子ども子育て課（内 2514・ちあぽーと）

教育（いじめ、不登校） 毎週㈪～㈮　9:00～16:00
教育相談室「きずな」
☎︎ 0972-62-8341

大分県こども緊急電話相談室
㈪～㈯　　　19:00～8:00
日曜日・祝日　9:00～17:00
　　　　　　19:00～8:00

小児専門医療機関の看護師
☎︎ 097-503-8822

いつでも子育てほっとライン
（子育て相談）

365日24時間
大分県こども・女性相談支援センター

　☎︎ 0120-462-110

◎臼杵市医師会テレホンサービス　☎︎ 0972-63-0099（平日 17:00 ～翌８:00、土日祝日は終日）

　休日救急当番医と平日夜間救急当番医をご案内します。

◎豊後大野市の休日救急当番医は豊肥保健所のホームページをご覧ください。
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材料（２人分） 作り方

じゃがいも ………………………………………大２個

牛こま切れ肉 …………………………………… 200ｇ

たまねぎ ……………………………………………１個

細ねぎ ………………………………… 適量（お好み）

チキンスープ（※） ………………… カップ１・1/2～２

　★しょうが ……………………………１かけ（30g）

　★酒・しょうゆ・オイスターソース …… 各大さじ１

　★ごま油 …………………………………… 小さじ２

　★砂糖……………………………………… 小さじ１

サラダ油 …………………………………… 大さじ1/2

※顆粒チキンスープの素（中国風）小さじ１を湯カップ

　２で溶かしても良い。

① じゃがいもは皮をむき、８等分（小の時は４等分）に切る。たまねぎは

皮をむいて縦半分に切り、１口大のくし形に切る。細ねぎは小口切り

にする。しょうがはみじん切りにする。

② 鍋にサラダ油を熱し、中火で牛肉を炒める。玉ねぎ、じゃがいもを順

に加え、その都度炒め合わせる。

③ じゃがいもの表面が透き通ってきたら、チキンスープを加える。

④ 沸騰したらアクをすくい取り、火を弱火にして調味料を加え、落し蓋

（または、紙ぶた）をする。途中、鍋を揺すって上下を返しながら、　

さらに弱火で15分～20分間煮込む。

⑤じゃがいもが柔らかくなったら火を止め、器に盛り、細ねぎをちらす。

中華風肉じゃが
レシピ提供
地域おこし協力隊
山田　茉莉子さん

問合せ先　農林振興課　☎︎0974-32-2247

ほんまもん農産物でつくる

ほんまもんレシピ

大分県では、毎月第４金曜日を“おおいた県産魚の日”としています。臼杵市で
は、この日を “うすき産魚の日”として、魚の消費拡大に取組んでいます。

毎月第４金曜日は"うすき産魚の日"

生産者が太鼓判！旬のおいしい魚

特　　徴　　　　 ハモは「梅雨の雨水を飲んで美味しくなる」と言われ、梅雨時期から旬を向かえます。夏はさっぱり

と、秋から冬は脂ののった味わいを季節ごとに楽しむことができます。臼杵では、主に底曳網漁業

や延縄漁業で漁獲されています。

おいしい食べ方  湯引きや天ぷらがおすすめです。また、脂ののった秋以降は「ハモしゃぶ」もおすすめです。第４金

曜日の“うすき産魚の日”には、旬をむかえた「ハモ」はいかがでしょうか？

ハ モ

生産者の亀井金光さん

問合せ先　うすき海のほんまもん漁業推進協議会（内1263・産業促進課内）
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広報うすきは環境に配慮した紙・インク・印刷方法で作成しています。

ひとのうごき
(6月１日現在/推計人口）

●人　口 36,742人（－56人）

・男　性 17,334人（－31人）

・女　性 19,408人（－25人）

・出生　15人　　　・死亡　57人

・転入　　79人　 ・転出　93人 

●世帯数　14,981戸（－９戸）

今月の表紙
　今月の表紙は、ピーマン学校に通う新規就農者

の方の写真です。ピーマン部会は設立50年を迎

え、販売額が設立以降最高額の７億円を突破しま

した。今月はそのピーマン部会の特集も組んでい

ます。

火災・救急発生状況
(5月１日〜30日)

火災件数 建物 林野 その他 計

５月中 0 0 3 3

本年累計 5 4 6 15

救急件数 急病 交通 その他 計

５月中 90 8 63 161

本年累計 500 49 354 903

交通事故発生状況
(５月１日〜30日)

交通事故 件数 死者 傷者

５月中 6 1 9

本年累計 36 1 43

※平成27年国勢調査結果をもとにしています。
　 なお、増減に関しては住民基本台帳を基に作成

しています。

食、観光、移住。
毎週土曜ひる

12時55分〜

13時00分〜

インターネット

【ホッとスタジオ】から生配信！（サーラ・デ・うすき内）

詳しくは うすきチャンネル

ホットな情報をお届け!！

2018年度　人権標語　優秀賞※表彰時点の学校・学年を記載しています。

その投稿　ほんとに誰も　傷つかない？（海洋科学高等学校３年　浜
は ま だ

田　しおりさん）

あそぼうね　きょうもあしたも　あさっても（南野津小学校１年　藤
ふ じ わ ら

原　陽
は る と

斗さん）

うすきのおいしい！楽しい！ 見逃し
配信も！

市税などの納税相談
　税金は、納期内に納めていただくのが原則ですが、事情があって納期限ま

でに納税できない場合には、必ず事前に特別収納推進室までご相談くださ

い。滞納を放置した場合は、納期限までに納税された方との公平性を保つた

め、法令に基づき、自宅・事業所などの捜索や財産（預金・給与・年金・生命保

険などの解約金・自動車などの動産・不動産など）の差押えを行います。

と　き　７月29日㈪・30日㈫　８時30分～ 19時

ところ　臼杵庁舎１階税務課特別収納推進室

問合せ先　税務課（内1111、1112、1121・臼杵庁舎）

旭
日
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

藤原　一弘さん

（藤田・82歳）

元臼杵市議

森田　武生さん

（西福良・66歳）

元臼杵市連合消防団臼杵消防団分団長

春
の
叙
勲

国
か
ら
の
叙
勲
を
受
章
し
ま
し
た
。

イラストコーナー

クリアパール

スタープレイヤー

訂正とお詫び
　広報うすき６月号16ページろばこん通信で掲載しました下記内容に誤りがありましたの
で、訂正してお詫びします。

【表１】臼杵市の主な子ども・子育て支援事業（含、市独自）
項目：妊娠・出産期（健康）
　　　誤　不妊治療、検査費用無償　　正　不妊治療、検査費用助成
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「祈りの歴史と文化」
４月26日㈮〜９月２日㈪

キリスト教の弾圧（１）　〜「伴
ば て れ ん

天連」から「切
き り し た ん

支丹」へ〜

　大
おおともそうりん

友宗麟は、キリスト教の布教活動に寛容であったた

め、豊
ぶ ん ご

後国内においてキリスト教徒が急増しました。宗麟の

活動の中心となっていた臼杵や野津にも、数多くのキリシタ

ンが存在しました。

　宗麟の要請により、豊臣秀吉が九州地方を平定しました

が、その直後の天
てんしょう

正15年（1587）、秀吉は博多で伴
バ テ レ ン

天連追

放令を発し、キリスト教布教を禁止する方針を打ち出しまし

た。

　江戸幕府もキリスト教に対しては、禁教政策を引き継ぎ

ました。徳
とくがわいえやす

川家康は幕府内部におけるキリシタン同士のト

ラブルをきっかけに、慶
けいちょう

長17年（1612）に幕府領内に対し

て、翌年には全国に禁教令を発しました。

　禁教令が発せられた当初、スペインやポルトガルなど

「南
なんばん

蛮」諸国から来た宣
せんきょうし

教師をはじめ、領主や地域の有力

者などでキリスト教徒になっている者などを対象とした弾

圧が行われました。

　しかし、その方針を一変させる事件が起こりました。それ

が寛
かんえい

永14（1637）～15年に起こった島
しまばらあまくさ

原天草の一
い っ き

揆（島

原の乱）です。この一揆の中にキリシタンが多くいました

が、その中には「転
ころ

び（キリスト教から仏教に改
かいしゅう

宗した者）」

が再びキリスト教に立ち返って、幕府に敵対した者が少な

からず含まれていました。そのため、この一揆以降幕府は、

宗教活動のリーダー層だけでなく、すべての人々のキリスト

教信
しんこう

仰を弾圧していくことになりました。そのため、史料に

登場する弾圧の対象を示す言葉も「伴天連」から「切支丹」

へと変化しました。

　この後、幕府は寛永16年（1639）、ポルトガルとの国交

を断絶し、キリスト教の布教と密接な南蛮諸国との関係を

断ち、全国に摘発と弾圧を行う体制を整えていきました。

★これらに関する資料は「展示室３」にて展示中です。
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■春の絵図ウォーク開催します！　2019年度第４弾は「府内脇街道を歩く」です（定員40名）

と　き　９月29日㈰　９：00受付　９：30出発 
行　程　資料館発～六ヶ迫鉱泉～六ヶ迫隧道～松ヶ岳入口～資料館着
集合場所　臼杵市歴史資料館　　参加料　200円（当日支払い）　申込　電話またはFAXでお申込みください
※定員に達し次第、締め切ります。申込みの際、氏名・住所・電話番号・生年月日をお知らせください。
※10月27日にも開催を予定しています。詳細は次号でお知らせします。

■ギャラリートークを開催します！

と　き　７月７日㈰10：00より（１時間程度・申込不要）

■休館のお知らせ…７月2日㈫から5日㈮まで、展示替えの為、休館します。

　　
臼杵市歴史資料館　☎︎ 0972-62-2882　臼杵市大字市浜 808 番１

開館時間　 　９：30～17：30　入館は17：00まで

休 館 日　　火曜日（祝日のときはその翌日）12月29日～翌年１月３日

入 館 料　　一　般 320円（280円）　学　生 160円（140円）

　　　　　　※ (　）内は20名以上の団体または市内有料公開施設の共通券　　 

(発券した日から3日以内) を保有する方の料金です

通年手形（購入から１年間有効の入場券）　一般 640円　学生（同上） 320円

無　料　市内在住・在学の高校・高専生以下

免　除　障がいのある方とその介護者１名
臼杵市歴史資料館facebook　https://www.facebook.com/臼杵市歴史資料館-275334322870293

至諏訪

至津久見

至津久見

市役所臼杵庁舎

観光交流プラザ

臼杵津久見警察署

臼杵公園

銀行

住吉橋バス停

コミュニティバス
バス停

八町大路

東九州自動車道

龍原寺
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